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ものづくり産業のリノベーション促進プロジェクト 

■目的・コンセプト 
中国圏の強みである加工組立型産業や基礎素材型産業等が、引き続き国際競争
力を維持し、圏域の活力のけん引役として発展することを目指し、隣接圏域も含
めた川上・川下企業の連携による基幹産業の競争力強化、コンビナートの運営機
能の統合及びリノベーション、産業クラスター活動等の広域的連携、戦略的な企
業誘致等の取組を行う。 
 
■具体的な取組内容 
○中国圏の基幹産業の共同開発等による競争力強化 
・自動車関連産業において、次世代自動車技術の形成や、高機能樹脂、塑性加工
技術等の高度化に関わる研究開発、人材育成を推進 

・ＦＰＤ関連の川上・川中・川下企業が連携した技術開発等を推進するとともに、
鳥取県での他圏域も含めた産官学連携による研究開発や技術者育成を推進 

・船体ブロックを輸送する瀬戸内海の海運や本四架橋等、既存ストックの活用を
促進し、中国圏・四国圏にまたがる世界最高水準のサプライチェーンを形成 

・ものづくりの基盤技術を担う中小企業を対象に、技術開発に対する支援、専門
家の派遣や研究会の開催等による技術力の底上げを推進 

・ベンチャー企業や異分野への新事業展開を図る企業への資金調達や事業ステー
ジに応じたサポート体制を強化し、企業の支援を推進 

・因島技術センターの機能強化を図る等、産学官が連携した現場技術力の維持・
強化を推進 

 
○瀬戸内海に集積するコンビナートの高度統合化及びリノベーション 
・瀬戸内海沿岸に集積するコンビナートの競争力強化のため、運営機能の統合及
びリノベーションに向けた取組の促進 
・バルクターミナルを効率的に運用する「臨海部産業エリア」の形成に向けた
ターミナルの長期一体貸付の促進 

 
○産業クラスター活動の広域的連携による次世代産業の創出等の促進 
・「中国地域産学官コラボレーション会議」等の枠組みを活かした産学官連携推
進体制の整備や会議等を通じた関係機関相互の交流を促進 

・次世代中核産業形成プロジェクト及び循環・環境型社会形成プロジェクトを発
展させた、競争力を有する産業の創出・検討・推進 

・四国圏との経済的結びつきの強化やビジネスチャンスの増大を図る「ビジネス
フェア中四国」、「中国四国地域アグリビジネス創出フェア」を連携して推進 

 
○戦略的な企業誘致と産業連携を支援する基盤の整備 
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・誘致活動、事務所開設への支援を行うことにより外資系企業の誘致を促進 
・企業の立地ニーズに対応した産業団地や工業用水の安定供給に資する特定多目
的ダム整備の推進 

・圏域内外の産業連携を支える高規格幹線道路ネットワークや産業港湾等の物流
基盤の整備を推進 
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臨海部産業支援のための国際物流機能強化プロジェクト 

■目的・コンセプト 
基礎素材型産業におけるバルク貨物の輸送コスト低減を目指すとともに、東ア
ジア諸国に近接する中国圏の地理的な優位性を活かし、国際競争力を強化するた
め、産業港湾の再生・機能強化、航空物流の機能強化、シームレスな貨物輸送ネ
ットワークの構築を図るとともに、物流用地等の確保や土地利用の高度化を図り、
国際的な競争力を有する物流基盤の整備を行う。 
 
■具体的な取組内容 
○基礎素材型産業を支える産業港湾の再生・機能強化 
・バルク貨物の効率輸送に資する港湾整備を推進 
・大型バルク貨物輸送船の入港が可能な大水深国際バルクターミナルの拠点的
整備を推進 

・大型船入港に対応するため、航路の拡幅・増深を推進 
 
○シームレスな貨物輸送の実現 
・東アジアを中心とした国際コンテナ貨物のダイレクト輸送等、コンテナ貨物
の効率輸送のため、港湾整備を推進 

・「緩やかなグループ化」を通じた経営基盤の強化等により、スーパー中枢港
湾と他圏域も含めた港湾の連携強化を図る内航フィーダー輸送体制を確立 

・東アジアをはじめとした海外へのシームレスな国際物流基幹ネットワークの
確立に向け、港湾、空港へのアクセス道路の整備を推進 

・国際標準コンテナ車の通行支障区間の解消のための幹線道路の整備を推進 
・国際航空貨物輸送力を強化するため、ベリー貨物の増大や貨物チャーター便
の運行を促進 

 
○臨海部の土地利用の高度化 
・環境保全や再生にも配慮した上で、官民協力による臨海部における事業用地
や物流用地等を確保するため、廃棄物埋立護岸整備等を推進 

・臨海部遊休地の有効活用を推進するため、土地情報の提供や臨海部用地の分
譲を促進 
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日本海沿岸における北東アジアゲートウェイプロジェクト 

■目的・コンセプト 
日本海沿岸地域と経済的発展が期待される北東アジア地域との地理的近接性
や密接な交流の歴史的背景を活かし、官民の連携による経済・文化交流の深化を
図るとともに、交通基盤の整備、定期航路等の維持・充実、拠点都市機能の整備・
集積による中国圏の玄関口としてのゲートウェイ機能強化を図る。 
 
■具体的な取組内容 
○北東アジア地域との交流の促進 
・地方政府レベルの国際交流を推進し、ゲートウェイとしての知名度向上を図る 
・北東アジアにおける見本市への出展支援や、現地での物産展、商談会の開催等
により民間の貿易・経済交流を促進 

・北東アジア地域の伝統文化、芸能団体を招致し、民間の親善交流・文化交流を
推進 

・北東アジア地域の大学・研究機関との学術・研究交流や北東アジア研究を推進 
 
○北東アジア交流を支える交通基盤の強化 
・経済交流や貿易を支える国際路線及び定期航路の維持・充実 
・交通・物流拠点となる港湾・空港と圏域内外の各地域を連絡する高規格幹線道
路ネットワーク整備を推進 
・国際標準コンテナ車の通行支障区間の解消の推進 
 
○日本海側における拠点都市機能の強化 
・自立した拠点都市圏の形成に向けた官民による広域連携を強化 
・国際・広域交流の拠点性確保に向け、国際交流拠点施設を活用した国際的なイ
ベントや会議を随時開催 

・土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図る市街地再開発や快適
で安全な、賑わいと活力のある市街地の形成を図る中心市街地活性化等を推進 
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基幹的交通・情報通信ネットワーク整備プロジェクト 

■目的・コンセプト 
分散型の地域構造を活かして、産業の国際競争力強化、広域的な連携による観
光の振興、都市と中山間地域の交流・連携等や、国内外との交流・連携を促進す
るため、総合交通体系の構築やシームレスなネットワーク形成の視点に立った交
通ネットワークの整備･充実を図る。また、産業・生活活動や、中山間地域等の
交流･連携を支える情報通信ネットワークを整備する。 
 
■具体的な取組内容 
○広域的な幹線道路ネットワークの整備と利活用 
・高規格幹線道路や地域高規格道路等の山陰と山陽の連絡および山陰を東西に連
絡する広域的な幹線道路ネットワークの整備の推進 

・スマートインターチェンジの設置・利用の促進等により、基幹ネットワークの
機能を確保 
・各空港・港湾へのアクセス向上を推進 
・「瀬戸内海しまなみ海道振興協議会」、「瀬戸大橋利用促進共同事業実行委員会」
等他圏域と連携し、高速道路の利用促進に向けた取組を推進 

 
○広域的な公共交通ネットワークの充実 
・各空港の国内航空路線の利用促進に向け、航空路線の拡充等の取組を推進 
・ユニバーサル社会に対応したフェリーターミナルの整備や、半島・島しょ地域
等の産業・生活を支える地方港湾の整備を推進 
 
○暮らしの多様化に対応した情報通信ネットワークの整備 
・条件不利地域においてブロードバンド・ゼロ地域の解消や携帯電話の不感地帯
の解消を推進 

・地上放送のデジタル化への対応を完了し、引き続き、テレビを視聴することが
できるよう、多くの関係者の連携・協力のもと、総合対策を推進 

・各県の公共情報通信ネットワークの整備・活用を図るとともに、市町村を含め
た電子自治体化を推進 
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里地・里山・里海保全と農林水産業再生プロジェクト 

■目的・コンセプト 
中山間地域等の主産業ともいえる農林水産業の持続的発展のため、地域の実情
に即した担い手の育成やＵＪＩターン等の新規就業の支援、生産・流通基盤の整
備や維持保全、農林水産業と製造業・商業・サービス業の一体的な支援による売
れる農林水産物・加工品づくりやブランドの形成を図るほか、地産地消を推進す
る。また、農林水産業そのものを活用した農山漁村体験、グリーンツーリズム等
による都市との交流促進や農林水産資源を利活用したバイオマスエネルギー等、
新たな産業育成を図る。さらに、中山間地域等の多面的機能の維持・保全・再生
を図る。 
 
■具体的な取組内容 
○過疎・高齢化の進行等に対応した担い手の育成・確保 
・農業生産法人、集落営農組織の設立や認定農業者への支援による地域の実態に
即した担い手の育成・確保を実施するとともに、農用地の利用集積を図る 

・農業への参入希望企業に対する情報提供、農地利用調整活動や農地の条件整備、
施設整備等の支援を行い、農業外企業等の農業参入を促進 

・就業希望者に対する地域の関連情報の提供・相談、体験機会の提供、農林漁業
研修等の実施により新たな担い手確保を推進 

・専門高校での現場実習や実践的指導等の地域の技術習得ニーズに対応した独自
の人材育成を推進 

 
○生産性向上に資する生産基盤の整備と経営高度化 
・地域農業の持続的発展と経営の安定等を図るため、農地・農業用排水路及びた
め池等の整備により生産基盤の整備を推進し、優良農地を確保 

・施設のストックを効率的に保全・更新しライフサイクルコストの低減を図ると
ともに、農地・農業水利施設の保全管理のため必要なデータベース整備を推進 

・稲作を基本としつつ付加価値の高い園芸や畜産等を取り入れた農業構造への転
換により、集落法人等の経営の高度化を促進 

・森林の団地化や施業の集約化・効率化、高密度の林道網整備や高性能林業機械
の導入を支援 

・国産材の有効利用に資する、曲材や低質材を含めた集出荷体制の整備や林地か
ら製材市場等に至る合意形成による木材価格の安定化・需要拡大を促進 

・水産資源の生産力向上のため、瀬戸内海における藻場・干潟造成等の環境保全
技術の研究開発や漁場環境の改善を多様な主体により推進 
 
○売れる農林水産物・加工品づくり 
・直売所等の環境整備、地元産食材を使った飲食店の認定やイベントの開催等に
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よる地産地消の取組を推進 
・生産段階におけるＧＡＰ（農業生産管理手法)流通段階における食品トレーサビ
リティの取組等を推進 

・科学的解析を利用した品質の数値化等の安全・安心のニーズに対応した品質管
理の認定制度の整備やシンボルマークの商標登録等、地域ブランド形成を推進 

・農林水産業と商工業等におけるニーズ・シーズのマッチング支援等により、加
工技術や高付加価値食品等の開発、販路開拓を推進 

・海外主要都市における情報発信や、販売促進を図る物産展・展示会の開催・参
加により農林水産物等の輸出を促進 

 
○農山漁村の地域資源を活用した交流及び新たな産業振興の促進 
・農山漁村体験、子供達の教育旅行、朝市めぐり等、体験型・滞在型ツーリズム
により都市部からの集客を促進 

・地域に豊富に存在する木質バイオマスなどの資源利活用システムを構築するバ
イオマスタウン構想策定及び構想に基づく施設整備を推進 

 
○森林・里山・農地の多面的機能の維持・保全・再生 
・中山間地域等直接支払制度で中山間地域等の農業生産条件の不利性を補正し、
農業生産活動の継続を通じて食料供給機能や多面的機能の維持・増進を図る 

・農地や農業用水路などの地域の資源や環境を守り、より一層の質の向上を図る
ための取組として農地・水・環境保全向上対策を推進 

・耕作放棄地解消に向けて、農地としての利用を基本に営農再開に向けた取組へ
の支援や資源作物の導入等の取組を推進 

・企業の社会貢献活動の誘導・支援や、森林環境税等の活用により、森林や農地
をはじめとする中山間地域等の持つ公益的機能の保全を推進 
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地場産業を創出する地域資源活用プロジェクト 

■目的・コンセプト 
中山間地域等を中心とした地域経済の持続性を維持するため、産地の技術、観
光資源等、中国圏固有の優位性のある地域資源を活用した新商品・新サービスの
開発・市場化を総合的に支援し、地域産業の核となる新事業の創出を図る。 

 
■具体的な取組内容 
○地域が一体となった推進・支援体制の整備 
・真庭地域における、木質資源を活用した事業化に向けた、事業推進の主体と
なる組織・体制・人材の整備及び育成を支援 

・地域資源を活用した新商品・新事業の研究開発の初期段階の取組に対して、
基金組成等により円滑な支援を推進 

 
○産学官連携や商業・サービス業の専門家を活用した新商品・新事業開発支援 
・地元資源を活用した機能性食品産業化等、各地の産学官組織との有機的な連
携のもと、ものづくり産業等企業との連携による新製品・新事業開発を促進 

・海産物におけるマーケティング等、専門家の支援による効果的な商品開発を
促進 

・観光支援プロデューサーによる観光事業者のノウハウ支援や、研修会の実施
等、質の高い観光商品の開発を促進 
 

○地域資源をまとめた効果的なブランド形成と販売促進 
・各地域産品の関係企業や団体の連携により、地域資源をまとめたブランド化
を推進 

・地域団体商標制度を活用して、地域の特産品等に産地の地域名を付した商標
の出願・権利化を推進 

・首都圏等において、地域ブランドの認知度向上・販売強化を図るため、共同
オフィスにおける販売促進活動や商談会の開催等を推進 

・地域材を活用した木造住宅の振興や県産木材の利用を促進 
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高齢化の進む中山間地域・島しょ部の暮らし安心プロジェクト 

■目的・コンセプト 
中国圏では全国に先行して人口減少・高齢化が進んでおり、小規模な集落が広
く分布する中山間地域等では、集落機能の低下が進展している。このことから、
都市が適度に分散した地域構造を踏まえつつ、集落における生活者の商業・医
療・福祉等の基礎的な生活サービスの利便性を向上させるため、ワンストップ型
の生活拠点の整備の推進、集落の実情に応じた交通機能の確保等、拠点や集落の
ネットワーク化を進める。また、暮らしを支える生活基盤の充実や、共助の仕組
みづくりを通じた集落コミュニティの強化・再構築を図るとともに、都市住民の
ふるさと回帰を促進する。中山間地域等については、生活・産業の両面から取り
組むことが重要であることから、「里地・里山・里海保全と農林水産業再生プロ
ジェクト」と連携してプロジェクトを推進する。 
 
■具体的な取組内容 
○中山間地域等を支える一次生活拠点機能の充実  
・診療所等の生活サービス機能や行政施設を一体化・集約化するワンストップ拠
点の構築を推進 

・市町村単位を超えた自治体間の機能分担や連携により生活サービス機能を充実 
・多数の集落を総合的に支援・マネジメントし、集落機能維持と一次拠点機能を
補完する、集落支援員や地域マネージャーの活用等の支援組織の構築を推進  

 
○医療・福祉ネットワークの充実 
・へき地診療所への医師派遣、研修の実施、へき地医療拠点病院と診療所の連携
体制の構築等、総合的な地域医療支援を推進 
・ドクターヘリの導入等による救急医療の充実 
・医療と介護・福祉との連携強化等、地域包括ケアシステムを充実するため、ケ
アマネジメントを担う中核機関である地域包括支援センターの機能を強化 
 
○地域の実情に応じた交通機能の確保と情報通信環境の充実 
・コミュニティバスや乗合タクシーの導入・再編、離島航路の維持等、地域のニ
ーズに応じた公共交通の活性化・再生の取組を促進 

・衛星通信技術や民間通信事業者の活用等により、山間地等条件不利地域におけ
る、ブロードバンド・ゼロ地域の解消等の情報通信環境の充実を推進 

・高齢化に対応したターミナル整備による離島航路の維持・充実 
・活力ある地域づくりを進めるため、日常生活に密着した道路の整備を推進 
 
○集落コミュニティの強化・再構築による共助の仕組みづくり 
・集落型ＮＰＯの構築や複数の集落で地域自治活動を行う住民組織の設置による
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集落コミュニティの再構築や大学生の里山レンジャーによる地域住民と外部
住民の協働による地域づくり活動を促進 

・地域住民や地域企業等が主体となった独居老人等の見守りネットワークを構築
するため、地域住民への見守り活動の周知及び体制整備 

 
○都市住民のふるさと回帰と二地域居住 
・大都市圏等で大量退職を迎える団塊の世代等に対して、中国圏の田舎暮らしの
魅力を PRするための情報発信ツールの整備を推進 

・都市部へのアクセスの良さや中国地方の多様な自然や風土を生かした空家対策
事業の推進や交流・体験モデルツアー等の交流・定住促進の推進 

 
○５県連携による中山間地域等の暮らし安心向上を目指した調査研究の推進 
・「島根県中山間地域研究センター」を事務局とした中国地方中山間地域振興協
議会において，地域運営プログラムの開発等，現行研究テーマの発展を中心に
実践的な研究等を推進 

・土地所有の不在化に関する状況調査を推進するとともに、産業活動及び環境共
生を見据えた土地有効活用のための共同管理手法等の検討を推進 
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中国圏の未利用資源を活用した低炭素・循環型地域づくりプロジェクト 

■目的・コンセプト 
中国圏のポテンシャルを活かし、地球温暖化対策としての温室効果ガスの削減
を一層推進するため、森林資源等を活用した新エネルギーの導入やコンビナート
等の産業特性を活かしたエネルギー利用を推進するほか、原子力発電について安
全性を確保しつつ推進するなどエネルギー源の多様化・分散化を図る。また、省
エネルギーを推進し、環境負荷の小さい都市・地域構造の実現に向けた取組を推
進し、低炭素・循環型の地域づくりを目指す。 
 
■具体的な取組内容 
○自然・産業資源等の活用によるエネルギー源の多様化・分散化の推進 
・山陰沿岸等の風況を生かした風力発電や日照時間の長い瀬戸内海側等での太陽
光発電の推進 
・発電用施設の周辺地域における公共施設の整備、産業振興及び住民の安全性・
利便性向上を図ることで、円滑な原子力発電等の立地を推進 

・廃食用油によるバイオディーゼル燃料の製造や木質バイオマスによる発電等の
バイオマスの有効活用を市民・事業者・行政が一体となって推進 

・「産業技術総合研究所バイオマス研究センター」等の先進的なバイオマス研究
機関の集積を活かし、研究開発、バイオマス利用の実証実験を推進 
・コンビナートにおける石油精製等の副生水素の供給ポテンシャルを生かして、
近畿や九州等とも連携を取りながら水素インフラ整備等の取組を促進 

 
○基礎素材産業を活用したリサイクル産業化による資源の有効活用 
・瀬戸内海沿岸の基礎素材産業をリサイクル拠点として活用するために、瀬戸内
静脈物流による広域リサイクルシステムを構築 

 
○環境負荷低減型の地域づくり 
・市民・事業者・行政が一体となってゴミの発生を抑制する取組や環境に対する
意識の啓発等、ゼロエミッションに向けた取組を推進 
・公共交通利用促進等モビリティマネジメントを推進 
・荷主や物流団体・行政機関等で構成する「中国グリーン物流パートナーシップ
会議」を通じたモーダルシフト等グリーン物流の推進 

・多様な関係者との連携による広島市中心部における共同輸配送等都市内物流の
効率化を推進 

・EV 車普及促進対策として、充電インフラ等の環境整備をはじめ、EV 車導入
誘導支援を推進 

 
○低炭素・循環型社会に向けた調査・研究の推進 
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・カーボンオフセットを組み込んだツアーやイベントの開催や、ポテンシャルを
生かした圏域内ＣＯ2排出権取引の試行的な実施 
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瀬戸内海の保全・活用プロジェクト 

■目的・コンセプト 
瀬戸内海を基軸とした近畿・四国・九州圏との広域連携を強化し、失われた干
潟、藻場の再生や災害等により荒廃した山の修復等の環境創造を行う。また、瀬
戸内海の景観、歴史、文化、食、街並み等を活用して国際観光にも資する魅力発
信や瀬戸内海ブランドの構築を行うとともに、地形の制約等により不利な条件に
置かれている離島地域等の振興を図る。さらに、地震、津波に対応した瀬戸内海
を活用した防災ネットワークの整備を推進する。 
 
■具体的な取組内容 
○瀬戸内海の魅力を守り、伝える体制の強化 
・瀬戸内海沿岸域の全自治体の参加を目指し「瀬戸内・海の路ネットワーク推進
協議会」の活動を推進 
・瀬戸内海を「里海」として再生していくため、「瀬戸内海里海委員会」等の新
たな広域的な連携体制を形成 
・「広島湾再生推進会議」を中心とした取組をＰＲし、地域住民の積極的な参加
を促し、多様な主体の連携・協力体制を強化 

 
○協働による瀬戸内海の環境保全と創造 
・「瀬戸内海海ごみ対策検討会」による漂流・漂着・海底ごみの広域的な処理の
検討及び事業の実施 
・「リフレッシュ瀬戸内」活動等、住民等多様な主体との協働による河川流域及
び海域や自然公園を含めた環境美化・清掃活動の実施 

・瀬戸内海の環境保全・創造や水産資源の維持・管理に関する調査研究を瀬戸内
海沿岸各県の研究機関等の共同により推進 
・「瀬戸内海環境修復計画」に基づき、多様な主体の参加・協働により、干潟・
藻場の保全・再生を推進 
・瀬戸内海の景観保全に向けた景観計画の策定の推進 
 
○瀬戸内海の交流促進とブランドの構築 
・「みなとオアシス」制度の活用を促進し、イベントや各種情報発信を共同で行
うことで地域間の交流を促進 

・瀬戸内海クルーズ観光や瀬戸内海スローツーリズムを振興するため、東アジア
地域等の旅行会社やメディアを対象に体験・視察ツアーを実施 

・伝統芸能や現代アートを通じて瀬戸の島々をネットワーク化する「瀬戸内国際
芸術祭」等の新たな瀬戸内海ブランドを構築するため、多様な主体の連携によ
る情報発信を推進 
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○瀬戸内海の魅力を活かす離島地域等の振興 
・笠岡諸島の離島ツアーや島暮らし体験、「瀬戸内しまなみ大学」の体験学習等
を通じて、二地域居住やＵＪＩターンにもつながる都市住民等との交流を促進 

・県境・ブロックを越えた広域連携により水道・電力、救急医療、ブロードバン
ド環境等の生活・情報通信基盤の維持・整備を推進 

・旅客ターミナルの整備や情報提供施設の整備により魅力ある総合的な港づくり
によって地域活性化を促進 

 
○瀬戸内海を活用した防災ネットワークの整備 
・防災ネットワークを形成する緊急物資輸送拠点となる耐震岸壁の整備を推進 
・東南海・南海地震やそれにともなう津波に対応するため、防災拠点施設の整備・
強化を推進 

・海象データの収集や海岸保全施設の遠隔操作等を一元的に管理することで防災
機能の強化を図る高潮防災ステーションを整備 
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中国圏まるごと観光推進プロジェクト 

■目的・コンセプト 
中国圏が一体となった広域的な連携による観光振興の推進と圏域のアイデン
ティティと一体感を醸成するため、中国圏ならではの魅力を活かした観光ルー
ト・メニューの充実、東アジア地域等からの誘客を重点対象とした国際競争力の
ある新たな観光商品の開発、海外へ向けた広告宣伝、情報発信や、国際会議等の
誘致・開催、受入体制の充実強化を図る。また、世界文化遺産に代表される個性
と魅力ある歴史・文化の保護・継承と創造により、地域の個性・魅力と誇り・愛
着をさらに高める。 
 
■具体的な取組内容 
○魅力ある観光地の形成とネットワーク化 
・「中国地域観光推進協議会」等を中心に、他圏域も含む広域観光ルートの創造
や誘客促進等の共同事業を推進 

・魅力ある観光ルート・メニューの形成に向けて、世界遺産等の文化遺産の活用
や、国立・国定公園、国営公園等の観光拠点の整備を推進 
・「山陰文化観光圏協議会」、「広島・宮島・岩国地域観光圏推進協議会」等の活
動を通じて、観光圏の整備を推進 
・新しい形態の旅行商品の創出と流通の促進を図るため、「中国地域産業観光推
進会議」等の取組によるスローツーリズム等のニューツーリズムの振興を推進 
・「まち歩き中国ナビ」等による、中国圏が一体となった情報発信を推進 
 
○東アジア地域を中心とした外国人観光旅客の来訪の促進 
・「中国地方国際観光ビジネスフォーラム」や、外航船を含むクルーズ客船の寄
港促進、空港連携による国際旅客チャーター便の拡充を他圏域とも連携し推進 
・国際観光等の振興に向けて、国際会議等の誘致・開催を促進 
・ホスピタリティの向上に向け、外国人観光旅客受入体制の充実を図る訪日外国
人受入接遇研修等の取組を推進 

  
○魅力ある歴史・文化の保護・継承・創造 
・原爆ドーム、厳島神社、石見銀山の三つの世界遺産に加え、新たな世界遺産登
録を目指した調査・保存を推進 

・中国圏の神話、古代文化や神楽等の魅力ある歴史・文化資源の調査・研究及び
展示会やシンポジウム等の情報発信によるブランド化を推進 
・鳥取・島根両県と市町村と連携した「史跡整備ネットワーク会議」の取組等、
歴史・文化資源の発掘とともにネットワーク化した情報の発信を推進 

・城跡・古墳・歴史的建造物等の歴史的に重要な施設の復元や失われつつある歴
史的な環境の維持・向上を図るまちづくりを推進 
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・各地域の個性的な美術館等を広域的にネットワーク化する美術館回廊構想等を
推進 
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東アジア等との国際交流推進プロジェクト 

■目的・コンセプト 
東アジアとの広域ブロックにおける人的交流のゲートウェイを形成するため、
近畿圏・九州圏等との機能連携を図りつつ、港湾や空港の機能の強化や高速交通
基盤の整備、充実を図る。また、世界との経済・文化等における人的交流、平和・
医療支援・災害復興・環境・人材育成等の分野で国際貢献の拡大を推進する。 
 
■具体的な取組内容 
○人的交流のゲートウェイ形成に向けた国際交通機能の強化  
・広島空港、岡山空港、米子空港において、国際航空路線の拡充・充実やＣＩＱ
体制の充実、アクセス交通の強化を推進 
・下関港、広島港等において釜山航路等の国際フェリー・貨客航路を拡充 
 
○官民が一体となった経済・文化国際交流の推進 
・「日韓海峡沿岸県市道交流知事会議」の事業をはじめ、各自治体が進めている
韓国・中国等の東アジアを中心とした姉妹友好提携等による交流を推進 

・「東アジア経済交流推進機構」等、各地域において官民が一体となった国際経
済交流を推進 

・東アジア地域との国際見本市・商談会の開催・参加を通じて、地理的近接性や
密接な交流の歴史の深化を図る 
・「広島国際アニメーションフェスティバル」や「世界スカウトジャンボリー」
等の国際イベントを開催・誘致 

・在外県人会との交流、外国人留学生のネットワーク形成や関係主体の連携によ
る情報拠点機能の充実等により国際交流ネットワークづくりを推進 
 
○中国圏における多文化共生社会の構築 
・外国人受け入れ環境の整備に向け、外国人居住者を対象とする調査・研究や情
報発信を推進 
・中華人民共和国やブラジル連邦共和国等の総領事館等の誘致を促進 
 
○世界平和等の国際貢献の推進 
・「平和市長会議」の活動を通じた核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けた取
組の推進 

・「放射線被曝者医療国際協力推進協議会」等による国際医療協力の推進等によ
り、世界の平和と安定に貢献 

・国際救援物資の備蓄や海外の災害等へのＮＧＯ等と連携した復旧・復興支援を
推進 
・海外友好都市からの研修生受入等による環境保全協力を推進 
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・国際協力専門人材の育成、発展途上国等の人材育成支援を「国連訓練調査研究
所広島事務所」、「公設国際貢献大学校」や「ひろしま国際プラザ」を通じ実
施 
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分散型地域構造に応じた集約型都市整備プロジェクト 

■目的・コンセプト 
都市が多様な自然に近接し、適度な密度で分散している地域特性を活かした都
市の生活スタイルを確立するため、中心市街地における既存ストックを活用した
市街地整備や、地域資源を活用したまちづくりを推進するとともに、地域特性に
応じた施設整備による快適な生活環境の形成を図る。 
 
■具体的な取組内容 
○自立的発展の拠点となる中枢中核都市の整備 
・中枢中核都市においては、高次都市機能の集積を図るため、低・未利用地等の
活用や既存市街地の再生による拠点整備を推進 

・集約型都市構造に向けて、都心居住の実現、鉄道駅等の交通結節点の整備や公
共交通システムの高度化を推進 

・鉄道駅等の旅客施設にエレベータ設置を始めとした段差解消や低床バス車両代
替や福祉タクシー車両導入等を促進 

 
○生活圏の中心となる中小都市の整備 
・基礎的な医療、福祉、教育、文化、消費等の日常生活に必要な生活関連サービ
スの維持・充実を図るため、中心市街地における街なか居住や病院、福祉施設、
学校等の公共・公益施設の街なか立地を推進 

・都市機能の回復を図るため、道路等の公共施設整備や老朽建築物の除却と共同
建替、公営住宅等の整備等を行うとともに、統一感のある街なみ整備を推進 

・ゾーンバスシステム、交通結節点整備、循環バスの導入等、オムニバスタウン
計画によるバスを活用したまちづくり構想の推進 

 
○既存ストックを生かした都市再生 
・既成市街地を地域内外の人々にとって魅力ある地域として再生するため、既存
ストックや空閑地を利活用した修復型の都市再生を推進 
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中国圏のサービス産業育成プロジェクト 

■目的・コンセプト 
サービス産業の生産性の向上・イノベーションの促進やソフトウェアやデザイ
ン、コンテンツ等の特徴あるサービス産業の集積強化を図るため、サービス産業
の集積拠点の整備、企業間の連携・交流の促進、人材育成等を推進する。また、
地域の関係主体が連携した生活支援サービス業の創出支援を行う。 
 
■具体的な取組内容 
○サービス産業の生産性向上・イノベーションの促進 
・ものづくり産業が有する卓越した製造管理ノウハウの適用事例やＩＣＴの活
用事例等を発掘し、普及を推進 

・中国圏における映画やアニメーション等のコンテンツを活用した地域活性化
の支援及びそれらのコンテンツ産業の育成を推進 

・ＩＣＴ技術開発プロジェクトのように、デジタルコンテンツ系の産業を創出
するため、関係機器の開発・製造やコンテンツ制作人材育成を推進 

 
○産業支援サービス業の集積強化 
・企業の競争力向上を支援する産業支援サービス業の集積拠点の形成を推進 
・集積拠点に立地するサービス産業に対して重点的に起業・事業展開を支援 
・地域振興の取組等と連携して、国際会議等の実施等について、全国に対する
情報発信や企業間の交流・連携を促進 

・他企業の作業現場での研修斡旋等、若手人材の確保・育成、人的ネットワーク
の形成機会を提供する取組を産学官連携により推進 

 
○生活支援サービス業の創出 
・介護・福祉、まちづくり、子育て支援等、地域の社会的課題の解決を手掛け
るコミュニティビジネスを支援するため、多様な主体から構成される協議会
組織の活動を推進 
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美しく強靱な中国圏域づくりプロジェクト 

■目的・コンセプト 
生活や経済活動におけるリスクマネジメントを進めつつ、多彩な自然環境の保
全と再生を図るため、流域圏や沿岸域における災害対策、渇水対策や、都市型水
害対策、防災拠点の強化を行うとともに、災害時の緊急輸送ネットワークの確立
と強化、施設の老朽化対策等、既存の社会インフラの戦略的な維持管理を推進す
る。あわせて、情報通信技術を活用した防災体制の確立等の地域防災力の向上を
図る。さらに、地球温暖化に伴う気候変動による災害激甚化等新たな課題への対
応も進める。また、日本海の海ゴミ対策、枯渇が懸念される海洋資源保護、黄砂
等の大気汚染への対策等を進めるとともに、森林の水源涵養機能も含めた健全な
水循環系の構築や閉鎖性水域の水質浄化、森林保全等、多様な主体の連携による
国土管理を図る。 
 
■具体的な取組内容 
○治水・土砂・高潮・侵食対策の推進 
・河川流域圏における総合的な治水対策や、河川改修、河川・海岸高潮対策及び
海岸侵食対策の推進 
・砂防や地すべり対策、急傾斜地崩壊対策、治山事業等土砂災害対策の推進 
・山地から海岸までの一貫した総合的な土砂管理の取組を推進 
・港湾や河川における放置艇対策として、ボートパークの整備を推進 
 
○社会資本・建築物等の耐震性強化 
・都市部において密集市街地の整備・改善を推進 
・高規格幹線道路や一般国道等の緊急輸送道路の橋梁耐震対策等、大規模災害
時・緊急時に対応可能な社会資本の強化や建築物の耐震化による地震に強い地
域づくりの推進 

・ライフラインである水道において、緊急時連絡管等の整備による災害や事故に
強い供給体制の構築 

 
○防災生活圏の強化 
・隣接ブロックと連携した大規模な地震や津波等の広域災害が発生した際の応
援・救援体制の維持・強化 

・多様な手段を活用した情報通信システムの整備や防災情報システムのネットワ
ーク化等の情報共有の推進 

・浸水想定や土砂災害の区域指定に基づくハザードマップの作成や消防団・水防
団と自主防災組織活動の連携、被災者に対する支援制度の充実等の推進 

・災害に対し脆弱な市街地の防災性向上を図るため、市町の防災行政無線の整備
等により都市の防災化を推進 
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・各港湾における事業継続計画の策定を促進するとともに、各港湾連携による事
業継続計画の検討を促進 
・港湾における耐震強化岸壁等防災拠点施設の整備・強化の推進 
・河川防災ステーションや道の駅の防災拠点化等、災害時の迅速な緊急復旧活動
を実施する防災拠点整備の推進 

 
○社会資本の戦略的な維持管理 
・施設の長寿命化及びライフサイクルコストの低減を図るため、道路橋等の補
修・補強や老朽化した水道施設等の生活関連施設の更新・改良を推進 

 
○国際的な環境対策・海洋資源保護の促進 
・清掃船によるゴミ回収や住民による海岸の漂着ゴミ回収、海域における漂流ゴ
ミ、海底ゴミの調査、監視の強化等の海ゴミ対策を推進 

・松江市に設置されている黄砂観測装置等を活用した、黄砂モニタリングネット
ワークによる詳細な大気汚染現象解明の推進 

・日本海におけるアカガレイ・ズワイガニの休漁期間等を定めた資源回復計画の
実施等、資源管理を含めた自然環境の再生の推進 

・日本海西部地域の排他経済水域における水産資源の生産力向上を図るため、保
護育成礁を設置する等、沖合海域の漁場の整備を推進 

 
○健全な水循環系の構築など自然環境の保全と再生 
・森林の水源涵養機能の維持・向上のため、保安林の現況調査や、新たな指定及
び適正な解除に係る調査等、保安林等の適正な管理の推進 

・中海、宍道湖や秋吉台地下水系のラムサール条約湿地等を生かしたエコツーリ
ズムの推進 

・中海、宍道湖やダム湖等の湖沼や、水辺の楽校プロジェクト等で整備された河
川等を活用した、野鳥や水生生物の観察等の自然環境学習プログラムの推進 

・藻場の再生やヨシ帯の整備等の健全な水循環系の構築の推進 
・中国圏における自然の保全・再生のためのエコロジカルネットワーク構想の構
築の推進 
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中国圏の人づくりプロジェクト 

■目的・コンセプト 
地域の持続的な発展を支える多様な人材を確保するため、研究開発や新製
品・新サービスの開発に携わる人材の確保・育成、大学等の高次教育・研究機
能を活用した広域連携に基づく人材育成、地域を支える担い手の育成を推進す
る。また、次世代を担う子供の良好な育成環境づくりを図る。 
 
■具体的な取組内容 
○ものづくり産業等における高度な技術・技能を有する人材の育成 
・コンビナート製造現場中核人材育成事業等をモデルとした、産学官連携によ
る中核人材育成カリキュラムの開発・実施の推進 
・ステンレス加工業の若手技術者養成等、高等専門学校や工業高校、地域の経
済団体・企業、行政等でものづくり人材を育成するプログラムの開発・実施 
・次世代産業分野における研究開発人材、サービス産業のイノベーションを担
う人材等の育成の推進 
・技術開発力を備えた高度産業人材を育成する先導的な研修プログラムを産学
官連携体制で開発し、教育訓練機関や大学へ導入 
・海事産業の集積する都市において、行政、海事関係者、地元経済界、教育機
関等が連携し、海事関係の人材確保・育成や海事思想の啓発等総合的に推進 

 
○多様な人材を活かすための就職支援 
・若年者や子育て女性の就業促進を図るため、就職支援センターによる就職相
談、職業紹介等ワンストップサービスの提供や実践的な職業訓練実施を推進 
・高年齢者のニーズに対応した職業訓練、豊かな知識・経験や技能・技術を生
かした就業機会の確保、中小企業等との人材マッチングの促進 
 
○大学等の広域連携による人材育成 
・各地の大学コンソーシアムの取組を継続、発展させることによる、大学等の
単位互換や共同事業等の連携強化 
 
○地域を支える人材の育成 
・道路や河川の清掃・緑化の取組等について、地域住民等の多様な主体の連携
により社会基盤管理を推進 
・中山間地域等を活動の場として、若年層の森林ボランティアの育成等、自然
を通じた地域の活性化を支える人材育成の推進 
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○子育て支援のための環境づくり 
・地域のニーズや実情に応じた子育て支援のための環境づくりと関係者が連携
した子育て支援体制づくりの推進 
・学ぶ意欲や自立心、思いやりの心、規範意識等を育み、力強い子どもの成長
を支える教育活動として、子供農山漁村交流プロジェクトを推進 

 



中
国
圏
の
基
幹
産
業
の
共
同
開
発
等
に
よ
る
競
争
力
強
化

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
の
広
域
的
連
携
に
よ
る
次
世
代
産
業
の
創
出
等
の
促
進

戦
略
的
な
企
業
誘
致
と
産
業
連
携
を
支
援
す
る
基
盤
の
整
備

・
誘
致
活
動
、
事
務
所
開
設
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
外
資
系
企
業
の
誘
致
を
促
進

・
企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
産
業
団
地
や
工
業
用
水
の
安
定
供
給
に
資
す
る
特
定
多

目
的
ダ
ム
整
備
の
推
進

・
圏
域
内
外
の
産
業
連
携
を
支
え
る
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
産
業
港
湾
等
の
物

流
基
盤
の
整
備
を
推
進

・
「
中
国
地
域
産
学
官
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
等
の
枠
組
み
を
活
か
し
た
産
学
官

連
携
推
進
体
制
の
整
備
や
会
議
等
を
通
じ
た
関
係
機
関
相
互
の
交
流
を
促
進

・
四
国
圏
と
の
経
済
的
結
び
つ
き
の
強
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
増
大
を
図
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
中
四
国
」
、
「
中
国
四
国
地
域
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
」
を

連
携
し
て
推
進

も
の
づ
く
り
産
業
の

も
の
づ
く
り
産
業
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
国
圏
の
強
み
で
あ
る
加
工
組
立
型
産
業
や
基
礎
素
材
型
産
業
等
が
、
引
き
続
き
国
際
競
争
力
を
維
持
し
、
圏
域
の
活
力
の
け
ん
引
役
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
以
下
の
取
組
を
実
施

○
川
上
・
川
下
企
業
の
連
携
に
よ
る
基
幹
産
業
の
競
争
力
強
化

○
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
運
営
機
能
の
統
合
及
び
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

○
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
等
の
広
域
的
連
携
、
戦
略
的
な
企
業
誘
致

瀬
戸
内
海
に
集
積
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
高

度
統
合
化
及
び
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
高
度
統
合
運
営
技
術
研
究
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
石
油
・
石
化
原
料
多
様
化
、
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
た
め
、
新
た
に
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト

を
生
成
処
理
し
、
エ
チ
レ
ン
原
料
や
芳
香
族
生
産

の
た
め
の
改
質
装
置
原
料
を
高
効
率
で
安
定
的

に
製
造
し
、
最
適
供
給
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。

併
せ
て
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
全
体
最
適
化
の
た
め
の

効
果
的
な
留
分
活
用
の
研
究
、
開
発
を
行
う
。

（
事
例
）
水
島
地
区
に
お
け
る
Ｒ
ＩＮ
Ｇ
Ⅲ
の
取
り
組
み

・
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
集
積
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

競
争
力
強
化
の
た
め
、
運
営
機
能
の
統
合
及

び
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
取
組
の
促
進

（
事
例
）
自
動
車
関
連
産
業
に
お
け
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発

高
機
能
部
材

事
業
化
分
野

①
ガ
ラ
ス
代
替
樹
脂

②
金
属
代
替
高
強
度
樹
脂

③
中
空
成
形
構
造
部
材

④
傾
斜
機
能
断
熱
樹
脂

⑤
ウ
レ
タ
ン
代
替
ネ
ッ
ト
樹
脂

自
動
車
、

家
電
、

情
報
通
信
、

鉄
道
･航
空
機
、

住
宅
な
ど

自
動
車
用
ガ
ラ
ス

自
動
車
用
外
板

高
機
能
軽
量
化
樹
脂
材
料
と
そ
の
成
形
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

活
用
し
複
数
の
業
界
に
事
業
展
開
す
る
た
め
の
付
加
機
能
部
材
の
開
発
を
推
進
。

・
次
世
代
自
動
車
技
術
の
形
成
や
、
高
機
能
樹
脂
、
塑
性
加
工
技
術
等
の
高
度
化
に
関
わ
る
研
究
開
発
、
人
材
育
成
を
推
進

・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
関
連
の
川
上
・
川
中
・
川
下
企
業
が
連
携
し
た
技
術
開
発
等
の
推
進
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
や
技
術
者
育
成
を
推
進

・
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
を
輸
送
す
る
瀬
戸
内
海
の
海
運
や
本
四
架
橋
等
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
を
促
進
し
、
中
国
圏
・
四
国
圏
に
ま
た
が
る
世
界
最
高
水
準
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
形
成

世
界
シ
ェ
ア
1
7
％
を
有
す
る
瀬
戸
内
海
造
船
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成

中
国
地
域

FP
D
関
連
企
業

大
学
研
究
者

首
都
圏
・
関
西

セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

新
事
業 技
術
開
発

マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
側

マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
提
供

ニ
ー
ズ
側

FP
D
関
連
企
業
集
積

の
ア
ピ
ー
ル

中
国
経
済
産
業
局

支
援 中
国
地
域

FP
D
懇
話
会
・講
習
会

人
材
交
流

販
路
開
拓

中
国
地
域

FP
D
関
連

企
業
の
把
握

コ
ア
企
業
：
ロ
ー
ツ
ェ
㈱
、
長
州
産
業
㈱
、
㈱
ア
ド
テ
ッ
ク
プ
ラ
ズ
マ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等

ソ
ニ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
、
東
芝
、

日
立
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
等

Ｎ
Ｗ
補
助
金

サ
ポ
イ
ン

ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄｱ
ｯﾌ
ﾟ

地
域
ﾊ
ﾟﾈ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ

装
置
・機
器
メ
ー
カ
ー

素
材
・
部
材
ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ
等

（
事
例
）
ユ
ー
ザ
ー
メ
ー
カ
ー

と
連
携
し
た
技
術
開

発
や
販
路
開
拓

備
後
・
井
笠
地
域
を
中
心

と
し
て
中
国
地
域
Ｆ
Ｐ
Ｄ
関
連

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

て
お
り
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
関
連
企
業
の

相
互
連
携
及
び
セ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
と
の
連
携
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

（
事
例
）
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
研
究
セ
ン
タ
ー

鳥
取
大
学
で
は
、
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
開

発
や
技
術
者
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

（
事
例
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
四
国
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
の
取
組
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臨
海
部
産
業
支
援
の
た
め
の

臨
海
部
産
業
支
援
の
た
め
の
国
際
物
流
機
能
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
際
物
流
機
能
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
ア
ジ
ア
諸
国
に
近
接
す
る
中
国
圏
の
地
理
的
な
優
位
性
を
活
か
し
、
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
産
業
港
湾
の
再
生
・
機
能
強
化
、
航
空
物
流
の
機
能
強
化

○
シ
ー
ム
レ
ス
な
貨
物
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
際
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
ダ
イ
レ
ク
ト
輸
送
等
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の

効
率
輸
送
の
た
め
、
港
湾
整
備
を
推
進

・
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
と
他
圏
域
も
含
め
た
港
湾
の
連
携
強
化
を
図
る
内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸

送
体
制
を
確
立

シ
ー
ム
レ
ス
な
貨
物
輸
送
の
実
現

基
礎
素
材
型
産
業
を
支
え
る
産
業
港
湾
の
再
生
・
機
能
強
化

鳥
取
港

境
港

岡
山
港

宇
野
港

尾
道
糸
崎
港

呉
港

広
島
港

岩
国
港

徳
山
下
松
港

三
田
尻
中
関
港

宇
部
港

小
野
田
港

下
関
港

浜
田
港

竹
原
港

鹿
川
港

三
隅
港

福
山
港

水
島
港

2,
44
2

46
8

1,
98
2

東
備
港 4
68

1,
05
0

60
,6
85

30
,6
44

46
7

2,
69
8

8,
69
0

5,
37
0

2,
45
3

1,
85
4

14
,6
75

5,
18
4

22
,6
54

2,
79
8

50
,0
00

25
,0
00

（
資
料
）
平
成
18
年
港
湾
統
計

※
○
○
は
主
要
取
扱
品
目
名

中
国
地
方
の
輸
出
入
貨
物
取
扱
状
況
（
20
06
年
）

単
位
：
千
ト
ン

輸
出

輸
入

鉄
鉱
石

原
油

石
炭

鉄
鉱
石

石
炭

鋼
材

完
成
自
動
車

原
木

原
木

木
材
チ
ッ
プ

非
金
属
鉱
物

金
属
鉱

原
油

木
材
チ
ッ
プ

石
炭

原
油

石
炭

原
油完
成
自
動
車

鉄
鉱
石

原
塩

石
油
製
品

石
炭

原
木

○
○

○
○

○
○

○
○

(1
0 万
ト
ン
以
上
の
取
扱
量
の
あ
る
港
を
表
示

)

（
事
例
）
臨
海
部
産
業
エ
リ
ア
の
形
成

(周
南
地
区

)

・
バ
ル
ク
貨
物
の
効
率
輸
送
に
資
す
る
港
湾
整
備
を
推
進

・
大
型
バ
ル
ク
貨
物
輸
送
船
の
入
港
が
可
能
な
大
水
深
国
際
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拠
点
的
整

備
を
推
進

泊
地
(
水
深
1
2
m
)

岸
壁
(
水
深
1
2
m
)
[
耐
震
]

臨
港
道
路

玉
島
ハ
ー
バ
ー

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

ア
イ
ラ
ン
ド

水
島
地
区

水
島
臨
海
工
業
地
帯

水
島
臨
海
工
業
地
帯

玉
島
地
区

航
路
(
水
深
1
2
m
)

国
道
4
3
0号
線

臨
港
道
路
（
新
設
）

臨
港
道
路
（
既
設
）

一
般
国
道
等
（
既
設
）

高
能
率
貨
物
取
扱
支
援
施
設

民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備

高
能
率
貨
物
取
扱
支
援
施
設

民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備

荷
主
企
業

（
石
炭
火
力
発
電
）

1
1
.7
h
a

7
.6
h
a

二
次
輸
送

二
次
輸
送

（-
14
）2
80
m

一 括 大 量 輸 入一 括 大 量 輸 入

港
湾
関
連
用
地

埠
頭
用
地

臨
海
部
産
業
エ
リ
ア

ス
タ
ッ
カ
ー
リ
ク
レ
ー
マ

ス
タ
ッ
カ
ー
リ
ク
レ
ー
マ

（
事
例
）
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
の
整
備

(水
島
地
区

)
バ
ル
ク
貨
物
を
効
率
的
に
取
扱
う
た
め
、
埠
頭
用
地
と
港
湾
関
連
用
地
を
臨
海
部
産
業

エ
リ
ア
に
指
定
し
、
一
体
的
な
埠
頭
運
営
を
実
施
。

－
１
２
ｍ
岸
壁
や
新
高
梁
川
橋
梁
等
の
早
期
整
備
を
図
る
。

（
資
料
）
平
成

18
年
港
湾
統
計

コ
ン
テ
ナ
航
路
の
便
数
は
平
成

20
年

10
月
時
点
の

各
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
（
週
当
た
り
の
便
数
）

（
香
港
は
中
国
に
含
む
）

境
港

水
島
港

福
山
港

広
島
港

岩
国
港

徳
山
下
松
港

三
田
尻
中
関
港

下
関
港

8
8,
8
9
5

4
9,
2
1
2

6
6,
1
4
8

4
0,
2
9
9

1
56
,9
9
8

4,
1
2
1

2,
1
0
9

9
3
1

8
0,
4
6
7

8
9,
3
5
6

2
3,
2
6
9

5
0,
0
0
0

1
5
0,
0
0
0

韓
国 中
国

台
湾

東
南
ア
ジ
ア

そ
の
他

鳥
取
港 岡
山
港

宇
野
港

尾
道
糸
崎
港

単
位
：
TE

U

呉
港

宇
部
港

小
野
田
港

浜
田
港

各
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
（
20

06
年
）
と

外
貿
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
便
数
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日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
北
東
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
北
東
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
海
沿
岸
地
域
と
北
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
地
理
的
近
接
性
や
密
接
な
交
流
の
歴
史
的
背
景
を
活
か
し
、
中
国
圏
の
玄
関
口
と
し
て
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
以
下
の
取
組
を

実
施

○
官
民
の
連
携
に
よ
る
経
済
・文
化
交
流
の
深
化

○
交
通
基
盤
の
整
備
、
定
期
航
路
等
の
維
持
・
充
実

○
拠
点
都
市
機
能
の
整
備
・
集
積
の
推
進

北
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
の
促
進

北
東
ア
ジ
ア
交
流
を
支
え
る
交
通
基
盤
の
強
化

（
事
例
）
境
港
－
東
海
（
韓
国
）
－
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

（
ロ
シ
ア
）
新
規
フ
ェ
リ
ー
航
路
（
H

21
.4
月

就
航
予
定
）

・
経
済
交
流
や
貿
易
を
支
え
る
国
際
路
線

及
び
定
期
航
路
の
維
持
・
充
実

・
交
通
・
物
流
拠
点
と
な
る
港
湾
・空
港
と

圏
域
内
外
の
各
地
域
を
連
絡
す
る
高

規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を

推
進

・
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の
通
行
支
障
区

間
の
解
消
の
推
進

（
事
例
）
浜
田
港
－
－
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
（
ロ
シ
ア
）

R
O

R
O
船
航
路
開
設
（
H

20
.7
月
開
設
）

日
本
海
側
に
お
け
る
拠
点
都
市
機
能
の
強
化

・
自
立
し
た
拠
点
都
市
圏
の
形
成
に
向
け
た
官
民
に
よ
る

広
域
連
携
を
強
化

・
国
際
・
広
域
交
流
の
拠
点
性
確
保
に
向
け
、
国
際
交
流

拠
点
施
設
を
活
用
し
た
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
を

随
時
開
催

境
港

自
動
車
等

(シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
の
複
合
一
貫
輸
送
)

電
気
部
品
･農
産
物
等

食
料
品
等

ア
パ
レ
ル
･

自
動
車
･建
設
機
械
等

ロ
シ
ア
極
東
地
域
、
欧
州
・
モ
ス
ク
ワ
経
済
圏
と
の
貿
易
拡
大
の
イ
メ
ー
ジ

浜
田
港

中
古
車

（
イ
メ
ー
ジ
）
境
港
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
路
の
活
用

Ａ
社
は
、
釜
山
港
経
由
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

で
部
品
を
輸
送
し
て
い
る
。
Ｂ
社
も
工
場
の

あ
る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
ま
で
の
部
品

輸
送
を
、
海
運
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
切
り

替
え
る
こ
と
を
検
討
中
。
輸
送
日
数
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
る
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。

（
事
例
）
中
海
市
長
会

鳥
取
県
と
島
根
県
の
県
境
に
あ

る
中
海
を
中
心
と
し
た
、
米
子
市
、

境
港
市
、
松
江
市
、
安
来
市
の
４

市
で
構
成
。

中
海
圏
域
の
行
政
上
の
共
通

課
題
等
に
つ
い
て
連
絡
調
整
を

行
い
、
圏
域
の
総
合
的
・
一
体
的

な
発
展
の
推
進
を
図
る
。

束
草
港ト
ロ
イ
ツ
ァ
港

(旧
ザ
ル
ビ
ノ
)

新
潟
港

伏
木
富
山
港

大
阪
港

韓
国

北
朝
鮮

中
国

ロ
シ
ア

広
島
港

モ
ス
ク
ワ

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港

苫
小
牧
港

東
海
港

博
多
港

釜
山
港

舞
鶴
港

フ
ェ
リ
ー
・
RO
RO
航
路

定
期
航
路

予
定

コ
ン
テ
ナ
航
路

(韓
国
～
ロ
シ
ア
間
は
除
く

)

ロ
シ
ア
極
東
航
路

山
陰
～
釜
山
航
路

（
出
典
）
「
北
東
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
の
推
進
に
関
す
る
調
査
」

第
１
回
検
討
会
報
告
資
料
(H
21
.1
.2
1)

ナ
ホ
ト
カ
港

ボ
ス
ト
チ
ヌ
イ
港

酒
田
港

直
江
津
港

門
司
港

下
関
港
浜
田
港

境
港

リ
ー
ド
タ
イ
ム

海
路
(4
0数
日
)に
比
べ
大
幅
短
縮
（
10
数
日
）

※
広
島
発
の
場
合

北
東
ア
ジ
ア
と
の
国
際
海
上
定
期
航
路
の
状
況

（
事
例
）
ロ
シ
ア
貿
易
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
の
取
組

・
見
本
市
へ
の
出
展
支
援
や
、
現
地
で
の
物
産
展
、
商
談
会
の

開
催
等
に
よ
り
民
間
の
貿
易
・
経
済
交
流
を
促
進

・
伝
統
文
化
、
芸
能
団
体
を
招
致
し
、
民
間
の
親
善
交
流
・
文
化

交
流
を
推
進

東
京
な
ど
域
外
企
業
を
含

む
10

0を
超
え
る
企
業
団
体

が
参
加
し
、
民
間
主
導
で
ロ

シ
ア
沿
海
地
方
へ
の
経
済

視
察
団
の
派
遣
や
、
商
談

会
開
催
に
取
り
組
む
。

（
事
例
）
環
日
本
海
経
済
活
動
促
進
協
議
会
に
よ
る
民
間
主
導
の
市
場

開
拓
の
取
組
開
始

浜
田
港
を
活
用
し
た
ロ
シ

ア
貿
易
を
推
進
す
る
た
め
、

商
談
会
の
開
催
や
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
で
の
野
菜
等
の
販

売
会
を
開
催
。
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岡 山
自
動 車
道

岡
山
空
港

広
島
空
港

山
口
宇
部
空
港

萩
・
石
見
空
港

出
雲
空
港

米
子
空
港

鳥
取
空
港

小
野
田
港

宇
部
港

下
関
港

三
田
尻
中
関
港

徳
山
下
松
港

岩
国
港

広
島
港

三
隅
港

浜
田
港

呉
港

尾
道
糸
崎
港

福
山
港

水
島
港

宇
野
港

岡
山
港

鳥
取
港

境
港

中国
横断
自動
車道

尾道
松江
線

中
国
縦
貫
自
動
車
道

米
子
自
動
車
道

山
陰
自
動
車
道

山
陰
自
動
車
道

山
陰
自
動
車
道

中
国
横
断
自
動
車
道

姫
路
鳥
取
線

西
郷
港

隠
岐
空
港

瀬 戸 中 央 自 動 車 道
西 瀬
戸自
動 車
道

岡
山
自 動
車 道

岡
山
空
港

広
島
空
港

山
口
宇
部
空
港

萩
・
石
見
空
港

出
雲
空
港

米
子
空
港

鳥
取
空
港

小
野
田
港

宇
部
港

下
関
港

三
田
尻
中
関
港

徳
山
下
松
港

岩
国
港

広
島
港

三
隅
港

浜
田
港

呉
港

尾
道
糸
崎
港

福
山
港

水
島
港

宇
野
港

岡
山
港

鳥
取
港

境
港

中国
横断
自動
車道

尾道
松江
線

中
国
縦
貫
自
動
車
道

米
子
自
動
車
道

山
陰
自
動
車
道

山
陰
自
動
車
道

山
陰
自
動
車
道

中
国
横
断
自
動
車
道

姫
路
鳥
取
線

西
郷
港

隠
岐
空
港

瀬 戸 中 央 自 動 車 道
西 瀬
戸自
動 車
道

広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
利
活
用

広
域
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

暮
ら
し
の
多
様
化
に
対
応
し
た
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
の
解
消

や
携
帯
電
話
の
不
感
地
帯
の
解
消
を
推
進

基
幹
的
交
通
・
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
幹
的
交
通
・
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
事
例
）
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消

山
口
県
で
は
、
全
県
的
な
高
速
・
大
容
量
の
光
フ
ァ
イ
バ
通
信
網
（
Ｙ
Ｓ
Ｎ
）
を
整

備
・
運
用
し
て
お
り
、
こ
の
Ｙ
Ｓ
Ｎ
の
利
活
用
を
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
携

帯
電
話
事
業
者
の
過
疎
地
域
等
へ
の
進
出
が
促
進
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
不
感
地
域

の
解
消
が
進
ん
で
い
る
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
状
況
 

平
成
２
０
年
１
月
末
現
在
 

 

（
現
状
）
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
状
況

分
散
型
の
地
域
構
造
を
活
か
し
て
、
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
、
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
観
光
の
振
興
、
都
市
と
中
山
間
地
域
等
の
交
流
・
連
携
等
や
、
国
内
外
と
の
交
流
・連
携
を
促
進
す
る

た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
総
合
交
通
体
系
の
構
築
や
シ
ー
ム
レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
視
点
に
立
っ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
･充
実
を
推
進

○
産
業
・
生
活
活
動
や
、
中
山
間
地
域
等
の
交
流
･連
携
を
支
え
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

・
各
空
港
の
国
内
航
空
路
線
の
利
用
促
進
に
向
け
、
航
空
路
線
の
拡
充

等
の
取
組
を
推
進

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
に
対
応
し
た
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
や
、

半
島
・
島
し
ょ
地
域
等
の
産
業
・
生
活
を
支
え
る
地
方
港
湾
の
整
備
を

推
進

・
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
等
の
山
陰
と
山
陽
の
連
絡
お
よ
び
山
陰
を
東
西
に
連
絡
す
る
広
域
的
な

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
推
進

・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
・
利
用
の
促
進
等
に
よ
り
、
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確
保

・
各
空
港
・港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
推
進

・
「
瀬
戸
内
海
し
ま
な
み
海
道
振
興
協
議
会
」
、
「
瀬
戸
大
橋
利
用
促
進
共
同
事
業
実
行
委
員
会
」
等
他
圏
域
と
連
携

し
、
高
速
道
路
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
を
推
進

◆
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

◆
中
国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線

（
世
羅
郡
世
羅
町
地
内
）

（
岡
山
県
市
大
原
ＩＣ
）

港
湾
・
空
港

第
二
種
空
港

第
三
種
空
港

共
用
飛
行
場

特
定
重
要
港
湾

重
要
港
湾港
湾
・
空
港

第
二
種
空
港

第
三
種
空
港

共
用
飛
行
場

特
定
重
要
港
湾

重
要
港
湾

整
備
計
画
※

計
画
区
間

整
備
計
画
※

計
画
区
間

平
成
２
１
年
３
月
末
現
在

※
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
の

事
業
中
含
む

凡
例
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生
産
性
向
上
に
資
す
る
生
産
基
盤
の
整
備
と
経
営
高
度
化

売
れ
る
農
林
水
産
物
・
加
工
品
づ
く
り

過
疎
・
高
齢
化
の
進
行
等
に
対
応
し
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保

里
地
・

里
地
・
里
山

里
山
・・
里
海

里
海
保
全
と

保
全
と
農
林
水
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
林
水
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
山
間
地
域
等
の
主
産
業
と
も
い
え
る
農
林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
地
域
の
実
情
に
即
し
た
担
い
手
の
育
成
や
Ｕ
Ｊ
Ｉタ
ー
ン
な
ど
の
農
林
水
産
業
へ
の
新
規
就
業
を
支
援
、
生
産
・
流
通
基
盤
の
整
備
や
維
持
保
全

○
農
林
水
産
業
と
製
造
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
体
的
な
支
援
に
よ
る
売
れ
る
農
林
水
産
物
・
加
工
品
づ
く
り
や
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
と
地
産
地
消

○
農
林
水
産
業
そ
の
も
の
を
活
用
し
た
農
山
漁
村
体
験
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
や
農
林
水
産
資
源
を
利
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
新
た
な
産
業
の
育
成

○
中
山
間
地
域
等
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
保
全
・
再
生

農
山
漁
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
及
び
新
た
な
産
業
振
興
の
促
進

・
農
業
生
産
法
人
、
集
落
営
農
組
織
の
設
立
や

認
定
農
業
者
へ
の
支
援
に
よ
る
地
域
の
実
態

に
即
し
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
農
用
地
の
利
用
集
積
を
図
る

・
農
業
へ
の
参
入
希
望
企
業
に
対
す
る
情
報
提

供
、
農
地
利
用
調
整
活
動
や
農
地
の
条
件
整

備
、
施
設
整
備
等
の
支
援
を
行
い
、
農
業
外

企
業
等
の
農
業
参
入
を
促
進

・
直
売
所
等
の
環
境
整
備
、
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
飲
食
店
の
認
定
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
よ

る
地
産
地
消
の
取
組
を
推
進

・
科
学
的
解
析
を
利
用
し
た
品
質
の
数
値
化
等
の
安
全
・
安
心
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
品
質
管

理
の
認
定
制
度
の
整
備
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
商
標
登
録
等
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
推
進

・
農
林
水
産
業
と
商
工
業
等
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
に
よ
り
、
加
工
技

術
や
高
付
加
価
値
食
品
等
の
開
発
、
販
路
開
拓
を
推
進

（
事
例
）
建
設
業
か
ら
の
新
分
野
へ
の
進
出

造
園
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

農
業
生
産
法
人
を
設
立
。
公
園

等
の
管
理
業
務
で
発
生
す
る
刈

草
の
飼
料
へ
の
有
効
利
用
、
飼

料
に
な
ら
な
い
木
材
チ
ッ
プ
や
剪

定
く
ず
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
土
壌
改

良
材
等
と
し
て
販
売
。

(有
)隠
岐
潮
風
フ
ァ
ー
ム
（
島
根
県
海
士
町
）

（
事
例
）
集
約
が
困
難
な
小
規
模
な
耕
作
地
に
お
け
る

高
付
加
価
値
農
作
物
の
生
産

棚
田
で
手
間
を
か
け
た
伝
統
的
な
自
然
農
法

等
に
よ
り
、
全
国
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
受
賞
。

「
仁
多
米
」
（
島
根
県
仁
多
郡
）

整
備
後

（
事
例
）
将
来
の
農
業
生
産
を
担
う
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
農
業
経
営
体
の
育
成
を
図
る

た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
。

山
口
県
「
伊
上
地
区
」

整
備
前

（
事
例
）
東
備
地
区
広
域
漁
場
整
備
事
業

日
生
町
漁
協
は
備
前
市
、

岡
山
県
と
協
力
し
、
カ
キ
殻

の
散
布
、
底
質
改
良
材
の

散
布
、
ア
マ
モ
種
子
の
保

存
、
土
の
う
式
播
種
マ
ッ
ト

の
敷
設
な
ど
に
よ
り
、
ア
マ

モ
場
の
再
生
を
核
と
し
た

総
合
的
な
漁
場
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
事
例
）
岡
山
県
真
庭
市
銘
建
工
業
株
式
会
社

1日
あ
た
り

14
0t
発
生
す
る
木
質
資
源
を
、
廃
棄
物
と
せ
ず
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と

し
て
有
効
に
利
活
用
し
、
エ
コ
発
電
電
力
は
本
社
工
場
等
に
使
用
し
て
、
夜
間
主
体
の
余

剰
電
力
を
売
電
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
は

3台
の
ペ
レ
ッ
ト
造
粒
機
で
年
間

15
,0

00
tを
製
造
し
て
全
国
販
売
。

・
農
山
漁
村
体
験
、
子
供
達
の
教
育
旅
行
、
朝
市
め
ぐ
り
等
、
体
験
型
・
滞
在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
都
市
部

か
ら
の
集
客
を
促
進

・
地
域
に
豊
富
に
存
在
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
資
源
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
策
定
及
び
構
想
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
推
進

・
農
地
・
農
業
用
排
水
路
及
び
た
め
池
等
の
整
備
に
よ
り
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
、
優
良
農
地
を
確
保

・
国
産
材
の
有
効
利
用
に
資
す
る
、
曲
材
や
低
質
材
を
含
め
た
集
出
荷
体
制
の
整
備
や
林
地
か
ら
製
材
市
場

等
に
至
る
合
意
形
成
に
よ
る
木
材
価
格
の
安
定
化
・
需
要
拡
大
を
促
進

・
水
産
資
源
の
生
産
力
向
上
の
た
め
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
藻
場
・
干
潟
造
成
等
の
環
境
保
全
技
術
の
研
究
開

発
や
漁
場
環
境
の
改
善
を
多
様
な
主
体
に
よ
り
推
進

（
事
例
）
集
落
農
場
型
農
業
生
産
法
人
等
の
担
い
手

の
育
成

経
営
の
規
模
拡
大
や
高
度
化
に
よ
り
効
率
的
・

安
定
的
で
持
続
可
能
な
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
集
落
農
場
型
農
業
生
産
法
人
等
の
担
い
手
を

中
心
と
し
た
力
強
い
農
業
構
造
へ
の
転
換
に
よ
り
，

産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農
業
の
確
立
を
図
る
。

（
事
例
）
地
元
農
産
品
を
活
用
し
た
「
高
付
加
価

値
型
介
護
食
品
」
の
開
発
及
び
販
売

食
品
メ
ー
カ
ー
と
農
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、

安
心
安
全
な
地
元
農
産
品
で
、
高
付
加
価
値

型
介
護
食
品
の
開
発
及
び
販
売
に
取
組
む
。
高
温
低
温
真
空
調
理
シ
ス
テ
ム

（
事
例
）
か
き
の
き
村

消
費
地
で
あ
る
広
島
県
廿

日
市
市
に
産
直
市
を
設
置
し
、

柿
木
村
で
採
れ
た
野
菜
、
米
、

農
産
加
工
品
な
ど
を
販
売
し

て
い
る
。

森
林
・
農
地
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
保
全
・
再
生

多
面
的
機
能
の
維
持
方
策

森
林
・農
地
の
多
面
的
機
能

森
林

（
条
件
不
利
）

農
地

財
政
支
援

人
的
支
援

水
源
税
（
森
林
税
）

(H
16

 ～
)

自
然
再
生
事
業

(H
15
～

)

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
い
制
度

(生
産
条
件
の
格
差
是
正

)

農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策

（
社
会
資
本
管
理
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

都
市
農
山
漁
村
交
流

(H
12

 ～
)

(H
19

 ～
)

地
域
ぐ
る
み
又
は
都

市
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
に
よ
る
農
地
・

農
道
・
水
路
管
理

森
林
・農
地
の
多
面
的
機
能

森
林

（
条
件
不
利
）

農
地

財
政
支
援

人
的
支
援

水
源
税
（
森
林
税
）

(H
16

 ～
)

自
然
再
生
事
業

(H
15
～

)

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
い
制
度

(生
産
条
件
の
格
差
是
正

)

農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策

（
社
会
資
本
管
理
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

都
市
農
山
漁
村
交
流

(H
12

 ～
)

(H
19

 ～
)

地
域
ぐ
る
み
又
は
都

市
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
に
よ
る
農
地
・

農
道
・
水
路
管
理

・
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て
、
農
地
と
し

て
の
利
用
を
基
本
に
営
農
再
開
に
向
け

た
取
組
へ
の
支
援
や
資
源
作
物
の
導
入

等
の
取
組
を
推
進

・
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
誘
導
・
支
援

や
、
森
林
環
境
税
等
の
活
用
に
よ
り
、
森

林
や
農
地
を
は
じ
め
と
す
る
中
山
間
地
域

等
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
保
全
を
推
進
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地
域
資
源
を
ま
と
め
た
効
果
的
な
ブ
ラ
ン
ド
形
成
と
販
売
促
進

・
各
地
域
産
品
の
関
係
企
業
や
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
資
源
を
ま
と
め
た
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進

・
地
域
団
体
商
標
制
度
を
活
用
し
て
、
地
域
の
特
産
品
等
に
産
地
の
地
域
名
を
付
し
た

商
標
の
出
願
・
権
利
化
を
推
進

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
推
進
・
支
援
体
制
の
整
備

・
地
元
資
源
を
活
用
し
た
機
能
性
食
品
産
業
化
等
、
各
地
の
産
学
官
組
織
と
の
有
機
的
な

連
携
の
も
と
、
も
の
づ
く
り
産
業
等
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
製
品
・
新
事
業
開
発
を
促
進

・
海
産
物
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
専
門
家
の
支
援
に
よ
る
効
果
的
な
商
品
開
発
を

促
進

地
場
産
業
を
創
出
す
る

地
場
産
業
を
創
出
す
る
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
山
間
地
域
等
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
持
続
性
を
維
持
す
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
中
国
圏
固
有
の
優
位
性
の
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
・
新
事
業
の
開
発
支
援

○
地
域
性
や
物
語
性
の
あ
る
商
品
開
発
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
形
成
と
販
売
促
進

（
事
例
）
島
し
ょ
部
の
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

（
株
）
ふ
る
さ
と
海
士
（
島
根
県
海
士
町
）
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
等
を

行
い
、
既
存
商
品
の
改
良
、
隠
岐
・
海
士
町
の
歴
史
背
景
を
考
慮
し
た
地

域
性
、
物
語
性
の
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
改
善
や
新
た
な
加
工
商
品
の

開
発
を
進
め
、
隠
岐
・
海
士
町
な
ら
で
は
の
本
物
の
素
材
と
味
を
ま
る
ご
と

お
届
け
す
る
思
い
を
込
め
た
「
隠
岐
・
海
士
島
風
便
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

目
指
す
。

（
活
用
す
る
地
域
資
源
：
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
、
隠
岐
の
い
わ
が
き
、
海
士
の
い

わ
が
き
「
春
香
」
）

（
事
例
）
和
紙
の
加
工
技
術
に
よ
る
照
明
器
具
の
商
品
化

青
谷
和
紙
（
株
）
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）
で
は
世
界
で
初
め
て

確
立
し
た
「
立
体
和
紙
抄
紙
」
技
術
を
活
か
し
、
継
ぎ
目
が

な
く
均
一
に
漉
か
れ
た
自
由
曲
線
を
持
つ
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

を
開
発
。
こ
の
技
術
を
更
に
発
展
さ
せ
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
と
け
込
む
新
た
な
照
明
器
具
を
商
品
化
し
、
販
路

拡
大
に
取
り
組
む
。

（
活
用
す
る
地
域
資
源
：
因
州
和
紙
）

美
咲
フ
ァ
イ
ネ
ス
ト
（
株
）
（
岡
山
県
美
咲
町
）
で
は
、
棚
田
の
風
景

や
農
作
業
な
ど
、
都
市
生
活
者
が
求
め
る
「
癒
し
」
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
法
人
向
け
の
人
材
研
修
、
福
利
厚
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
事
業

化
を
目
指
す
。

（
活
用
す
る
地
域
資
源
：
棚
田
）

（
事
例
）
中
山
間
地
の
風
景
・
生
活
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
化

（
事
例
）
筆
製
造
技
術
を
活
用
し
た
化
粧
ブ
ラ
シ
の
商
品
化

（
有
）
竹
田
ブ
ラ
シ
製
作
所
（
広
島
県
熊
野
町
）
で
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

利
用
で
き
る
利
便
性
」
「
安
心
・
安
全
・
衛
生
的
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
携
帯

用
化
粧
ブ
ラ
シ
の
改
良
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。
（
活
用
す
る
地
域
資

源
：
熊
野
筆
を
製
造
す
る
技
術
）

地
域
資
源

（
1）
地
域
の
特
産
物
と
し
て
相
当
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
農
林
水

産
物
ま
た
は
鉱
工
業
品

（
2）
特
産
物
と
な
る
鉱
工
業
品
の
生
産
に
か
か
わ
る
技
術

（
3）
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
相
当
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の

情
報
発
信

事
業
化

ブ
ラ
ン
ド
化

地
域
の
強
み
を
活

か
し
た
付
加
価
値

の
高
い
産
業
の
創

出
・
育
成

（
事
例
）
「
萩
の
竹
」
を
活
用
し
た
竹
製
高
級
家
具
の
商
品
化

TA
K

E
 C

re
at

e 
H

ag
i株
式
会
社

(山
口
県
萩
市

)で
は
、
古
く
か
ら
品
質
の
良
い

竹
と
し
て
有
名
な
「
萩
の
竹
」
の
硬
く
粘
り
が
あ
る
と
い
う
特
性
を
活
か
す
と
と
も
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
世
界
的
な
家
具
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
ル
テ
ッ
ク
社
と
連
携
し
、
竹

製
高
級
家
具
を
開
発
。
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ
た
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
。

(活
用
す
る
地
域
資
源
：
萩
の
竹

)

産
学
官
連
携
や
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
専
門
家
を
活
用
し
た
新
商
品
・
新
事
業
開
発
支
援

・
真
庭
地
域
に
お
け
る
、
木
質
資
源
を
活
用
し
た
事
業
化
に
向
け
た
、
事
業
推
進
の
主
体
と

な
る
組
織
・
体
制
・
人
材
の
整
備
及
び
育
成
を
支
援
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高
齢
化
の
進
む

高
齢
化
の
進
む
中
山
間
地
域

中
山
間
地
域
・
島
・
島
し
ょ
し
ょ
部部
の
暮
ら
し
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
暮
ら
し
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
国
圏
は
全
国
に
先
行
し
て
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、
小
規
模
な
集
落
が
広
く
分
布
す
る
中
山
間
地
域
等
で
集
落
機
能
の
低
下
が
進
展
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
機
能
の
維
持
・
確
保
を
図
る
た

め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
生
活
拠
点
の
整
備
と
交
通
機
能
の
確
保
等
に
よ
る
拠
点
や
集
落
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

○
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
基
盤
の
充
実
や
共
助
の
仕
組
み
作
り
を
通
じ
た
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
構
築

○
都
市
住
民
の
ふ
る
さ
と
回
帰
を
促
進

最
寄
り
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

【
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
約
化
】

１
次
医
療
、
最
寄
商
業

（
森
林
・
農
地
の
管
理
）

幹
線
道
路
・
路
線
バ
ス

都
市
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

２
次
医
療
等

（
消
防
・
救
急
医
療
等
の
支
援
機
能
）

高
速
道
路
・
軌
道
系
交
通

高
次
文
化
・
商
業
・
人
材
育
成
・
情
報
発
信
機
能
等

（
消
防
・
救
急
医
療
面
で
の
支
援
機
能
）

生
活
圏

１
次
拠
点

デ
マ
ン
ド
バ
ス

訪
問
医
療
・

宅
配
サ
ー
ビ
ス
等

高
度
情
報
基
盤

Ｔ
Ｖ
診
療
・

通
信
販
売
等

２
次
拠
点

中
心

サ
ブ

中
心

中
枢
都
市
圏

中
核
都
市
圏

中
山
間
地
域
等
を
支
え
る
一
次
生
活
拠
点
機
能
の
充
実

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
構
築
に
よ
る
共
助
の
仕
組
み

づ
く
り

・
診
療
所
等
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
行
政
施
設
を
一
体
化
・

集
約
化
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
の
構
築
を
推
進

・
多
数
の
集
落
を
総
合
的
に
支
援
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
集
落
機
能

維
持
と
一
次
拠
点
機
能
を
補
完
す
る
、
集
落
支
援
員
や
地
域

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
用
等
の
支
援
組
織
の
構
築
を
推
進

（
事
例
）
「
サ
ー
ビ
ス
機
能
集
約
化
」

～
き
ら
め
き
広
場
・
哲
西
（
岡
山
県
新
見
市
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

離
島
航
路
の
維
持

（
イ
メ
ー
ジ
）

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交
通
機
能
の
確
保
と
情
報
通
信
環
境

の
充
実

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
・
再
編
、
離
島

航
路
の
維
持
等
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通
の

活
性
化
・
再
生
の
取
組
を
促
進

・
山
間
地
等
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・

ゼ
ロ
地
域
の
解
消
等
の
情
報
通
信
環
境
の
充
実
を
推
進

・
集
落
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
構
築
や
複
数
の
集
落
で
地
域
自
治
活
動
を

行
う
住
民
組
織
の
設
置
に
よ
る
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構

築
や
大
学
生
の
里
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
地
域
住
民
と
外
部

住
民
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
促
進

・
地
域
住
民
や
地
域
企
業
等
が
主
体
と
な
っ
た
独
居
老
人
等

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
地
域
住
民
へ
の

見
守
り
活
動
の
周
知
及
び
体
制
整
備

医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

・
へ
き
地
診
療
所
へ
の
医
師
派
遣
、
研
修
の
実
施
、
へ
き
地
医

療
拠
点
病
院
と
診
療
所
の
連
携
体
制
の
構
築
等
、
総
合
的
な

地
域
医
療
支
援
を
推
進

へ
き
地
医
療
連
携
体
制
イ
メ
ー
ジ

へ き 地 医 療 支 援 機 構

（ 県 立 広 島 病 院 ）

へ き 地 医 療 拠 点 病 院

へ き 地 診 療 所

無 医 地 区

機 構 の 運 営 支 援 か ら

診 療 所 の 支 援 ま で 総

合 的 に 実 施

へ き 地 医 療 対 策 の

必 要 な 地 域

・
医
師
派
遣
要
請

・
人
材
確
保
・
派

遣
に
係
る
指

導
・
調
整

・
巡
回
診
療
の
実

施
調
整
・
研
修

計
画
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
示
・
活

動
評
価
等

・
医
師
派
遣

（
代
診
医
等
派

遣
等
を
含
む
）

・
診
療
支
援

(遠
隔
医
療
等

)
・
研
修
実
施

・
巡
回
診
療

５
県
連
携
に
よ
る
中
山
間
地
域
等
の
暮
ら
し
安
心
向
上
を

目
指
し
た
調
査
研
究
の
推
進

・
「
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
事
務
局
と
し

た
中
国
地
方
中
山
間
地
域
振
興
協
議
会
に
お
い
て
、

地
域
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
、
現
行
研
究
テ
ー
マ

の
発
展
を
中
心
に
実
践
的
な
研
究
等
を
推
進

島
根
県

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

都
市
住
民
の
ふ
る
さ
と
回
帰
と
二
地
域
居
住

・
都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
中
国
地
方
の
多
様
な
自
然
や
風

土
を
生
か
し
た
空
家
対
策
事
業
の
推
進
や
交
流
・
体
験
モ
デ
ル
ツ

ア
ー
等
の
交
流
・
定
住
促
進
の
推
進

空
き
屋
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

岡
山
県
笠
岡
諸
島
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
さ
お
か
島

づ
く
り
海
社
が
様
々
な
島
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
温
暖

な
気
候
や
都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活

か
し
、
平
成

14
 年
に
空
き
家
対
策
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
平
成
１
９
年
１
０
月
現
在
２
１
世
帯
４

６
人
の

I タ
ー
ン
者
を
島
に
受
け
い
れ
て
い
る
。

（
事
例
）
瀬
戸
内
海
の
島
し
ょ
部
の
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
「
島
暮
ら
し
」
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自
然
・
産
業
資
源
等
の
活
用
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
・
分
散
化
の
推
進

中
国
圏
の
未
利
用
資
源
を
活
用
し
た

中
国
圏
の
未
利
用
資
源
を
活
用
し
た
低
炭
素
・
循
環
型
地
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

低
炭
素
・
循
環
型
地
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
国
圏
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
、
以
下
の
取
組
を
実
施

○
森
林
資
源
等
を
活
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
産
業
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
す
る
ほ
か
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
推
進
す

る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
・
分
散
化
を
推
進

○
低
炭
素
・
循
環
型
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
負
荷
の
小
さ
い
都
市
・
地
域
構
造
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進

風
力
発
電

風
力
発
電
導
入
箇
所

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
利
用

又
は
燃
料
製
造
箇
所

発
生
水
素
の
集
積
箇
所

・
山
陰
沿
岸
等
の
風
況
を
生
か
し
た
風
力
発
電
や
日
照
時
間
の
長
い
瀬
戸
内
海
側
等
で
の

太
陽
光
発
電
の
推
進

・
廃
食
用
油
に
よ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
製
造
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
等

の
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
を
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進

・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
石
油
精
製
等
の
副
生
水
素
の
供
給
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
て
、

近
畿
や
九
州
等
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
水
素
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
取
組
を
促
進

（
事
例
）
西
日
本
水
素
社
会
形
成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
形
成
に
向
け
て
、
中
国
地
域
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
水
素
製
造
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
用
し
、
技
術
開
発
、
実
証
活
動
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
制
度
的
課
題
の
解
決
の
た
め
、
ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ
・
ﾃ
ｸ
ﾉ
ｲ
ﾉﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
特
区
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
近
畿
や
九
州
な
ど
の
近
接
地
域
と
も
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
水
素
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

※
現
在
の
水
素
供
給
可
能
量
：
億
N
m
3
/
y

（
水
素
最
大
供
給
可
能
量
：
億
N
m
3/
y）

３
．
８
（
１
３
．
１
）

０
．
０
（
６
．
３
）

０
．
３
（
０
．
７
）

２
．
１
（
５
．
５
）

３
．
２
（
５
．
２
）

水
島
地
区

福
山
地
区 岩
国
・大
竹
地
区

周
南
地
区

宇
部
・小
野
田
地
区

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
箇
所

基
礎
素
材
産
業
を
活
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
化
に
よ
る
資
源
の
有
効
活
用

環
境
負
荷
低
減
型
の
地
域
づ
く
り

・
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
基
礎
素
材
産
業
を
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
と
し
て
も
活
用
す
る
た
め
に
、
瀬
戸
内
静
脈
物
流

に
よ
る
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築

・
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ゴ
ミ
の
発
生
を
抑
制
す
る
取
組
や
環
境
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
等
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
取
組
を
推
進

・
公
共
交
通
利
用
促
進
等
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

従
業
員
の

9割
が
車
で
通
勤
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

企
業
と
行
政
・
交
通
機
関
事
業
者
に
よ
り
協
議
会

を
発
足
さ
せ
、
バ
ス
の
運
行
や
自
転
車
貸
出
な
ど

の
実
証
活
動
等
を
推
進

住
宅
団
地
を
対
象
と
し
た
バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
、
バ
ス
マ
ッ
プ
・
時

刻
表
な
ど
を
配
布
し
、
公
共
交
通
へ
の
利
用
転
換
を
促
進

(事
例

)水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
エ
コ
通
勤

(事
例

)広
島
都
市
圏
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組

低
炭
素
・
循
環
型
社
会
に
向
け
た
調
査
・
研
究
の
推
進

・
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
組
み
込
ん
だ
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
圏
域
内
Ｃ
Ｏ

2
排
出
権
取
引
の
試
行
的
な
実
施

※
本
図
は
、
瀬
戸
内
静
脈
物
流
事
業
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
静
脈
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
示
し
た
も
の
に
、
既
に
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ
た
港

湾
や
【
】
内
の
各
港
の
積
み
卸
し
で
想
定
さ
れ
る
廃
棄
物
を
追
記
し
た
も
の
で
す
。

北
九
州
港

（
資
料
）
瀬
戸
内
静
脈
物
流
事
業
化
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ

【
焼
却
灰
・
汚
泥
、

廃
プ
ラ
、
廃
タ
イ
ヤ
】

【
焼
却
灰
・
汚
泥
、

廃
プ
ラ
、
廃
タ
イ
ヤ
】

【
鉄
く
ず
】

【
廃
プ
ラ
】【
木
く
ず
、
廃
油
、
廃
酸
】

【
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
、
金
属
】

【
焼
却
灰
】

三
島
川
之
江
港

民
間
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

10
社
が
協
議
会
を
設
立
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
廃
棄
物
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
、
バ
ー
ジ
船
で
輸

送
し
て
い
る
。

徳
山
下
松
港

宇
部
港

姫
路
港

神
戸
港

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ
た
港
湾

瀬
戸
内
静
脈
物
流
事
業
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て

想
定
さ
れ
て
い
る
港
湾

※
【
】
内
は
各
港
の
積
み
卸
し
で
想
定
さ
れ
る
廃
棄
物

【
廃
タ
イ
ヤ
、
廃
車
、
廃
プ
ラ
】

【
廃
車
】

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
廃
車
】

【
古
紙
、
木
く
ず
】

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
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瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
活
か
す
離
島
地
域
等
の
振
興

・
笠
岡
諸
島
の
離
島
ツ
ア
ー
や
島
暮
ら
し
体
験
、
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
大

学
」
の
体
験
学
習
等
を
通
じ
て
、
二
地
域
居
住
や
Ｕ
Ｊ
Ｉタ
ー
ン
に
も
つ

な
が
る
都
市
住
民
等
と
の
交
流
を
促
進

・
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
や
情
報
提
供
施
設
の
整
備
に
よ
り
魅
力
あ

る
総
合
的
な
港
づ
く
り
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
促
進

瀬
戸
内
海
の
交
流
促
進
と
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

協
働
に
よ
る
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
と
創
造

瀬
戸
内
海
の
保
全
・
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

瀬
戸
内
海
の
保
全
・
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

多
様
な
魅
力
を
有
す
る
瀬
戸
内
海
を
保
全
し
つ
つ
、
活
用
を
図
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
瀬
戸
内
海
を
基
軸
と
し
た
近
畿
・
四
国
・九
州
圏
と
の
広
域
連
携
を
強
化

○
失
わ
れ
た
干
潟
、
藻
場
の
再
生
や
災
害
等
に
よ
り
荒
廃
し
た
山
の
修
復
等
の
環
境
創
造

○
瀬
戸
内
海
の
景
観
、
歴
史
、
文
化
、
食
、
街
並
み
等
を
活
用
し
て
国
際
観
光
に
も
資
す
る
魅
力
発
信
や
瀬
戸
内
海
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

○
地
形
の
制
約
等
に
よ
り
不
利
な
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
離
島
地
域
等
の
振
興

・
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
観
光
や
瀬
戸
内
海
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
興
す
る
た

め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
等
の
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
体
験
・
視
察
ツ

ア
ー
を
実
施

・
伝
統
芸
能
や
現
代
ア
ー
ト
を
通
じ
て
瀬
戸
の
島
々
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
等
の
新
た
な
瀬
戸
内
海
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
た
め
、

多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
を
推
進

・
瀬
戸
内
海
を
「
里
海
」
と
し
て
再
生
し
て
い
く
た
め
、
「
瀬
戸
内
海
里
海
委
員
会
」
等
の
新
た
な
広
域
的
な

連
携
体
制
を
形
成

（
事
例
）
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
」
の
拡
充
及
び
啓
蒙
活
動

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内

瀬
戸
内
海
を
活
用
し
た
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
緊
急
物
資
輸
送
拠
点
と
な

る
耐
震
岸
壁
の
整
備
を
推
進

・
海
象
デ
ー
タ
の
収
集
や
海
岸

保
全
施
設
の
遠
隔
操
作
等
を

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
で

防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
高

潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

（
事
例
）
航
路
情
報
提
供
サ
イ
ト

「
み
な
と
ナ
ビ
せ
と
う
ち
」
の
拡
充

（
事
例
）
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
位
置
す
る
各
市
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
新
た
な
文
化
の
創
造
、
観
光
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
３
年
に
設
立
。
以
降
こ
れ
ま
で

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
」
や
「
み
な
と
ナ
ビ
せ
と
う
ち
」
等
様
々
な
活
動
を
実
施
。

瀬
戸
内
海
沿
岸
域
１
０
７
の
市
町
村
、
１
１
府
県
が
加
入

瀬
戸
内
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

（
事
例
）
河
川
1
8
水
系
と
海
岸
3
7
0
箇
所
で
、
1
5
万
人
の
市
民
参
加
に

よ
る
「
瀬
戸
内
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
を
実
施

精
錬
所
（
岡
山
県
犬
島
）

（
事
例
）
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

20
10
年
に
、
瀬
戸
内

海
の
７
つ
の
島
（
直
島
、

豊
島
、
女
木
島
、
男
木
島
、

小
豆
島
、
大
島
、
犬
島
）
と

高
松
を
会
場
と
し
て
、

島
々
の
歴
史
や
文
化
を

活
か
し
た
現
代
ア
ー
ト
の

祭
典
を
開
催
予
定
。

尾
道
糸
崎
港
及
び
瀬
戸
田

港
に
お
い
て
、
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
や
情
報
提
供

施
設
の
整
備
を
進
め
、
み
な

と
の
拠
点
機
能
の
強
化
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
観
光
拠
点

を
中
心
に
地
域
住
民

や
訪
問
者
の

交
流
を
促
進

（
事
例
）
ぷ
ら
っ
と
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
！
）
尾
道
計
画

・
「
瀬
戸
内
海
海
ご
み
対
策
検
討
会
」
に
よ
る
漂
流
・
漂
着
・
海
底
ご
み
の
広
域
的
な
処
理
の
検
討
及
び

事
業
の
実
施

・
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
」
活
動
等
、
住
民
等
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る
河
川
流
域
及
び
海
域
や
自

然
公
園
を
含
め
た
環
境
美
化
・
清
掃
活
動
の
実
施

瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
守
り
、
伝
え
る
体
制
の
強
化
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中
国
圏

中
国
圏
ま
る
ご
と
観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
る
ご
と
観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
国
圏
が
一
体
と
な
っ
た
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
の
推
進
と
圏
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
中
国
圏
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
・
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

○
東
ア
ジ
ア
地
域
等
か
ら
の
誘
客
を
重
点
対
象
と
し
た
国
際
競
争
力
の
あ
る
新
た
な
観
光
商
品
の
開
発
等
の
推
進

○
世
界
文
化
遺
産
に
代
表
さ
れ
る
個
性
と
魅
力
あ
る
歴
史
・
文
化
の
保
護
・
継
承
と
創
造

・
「
中
国
地
域
観
光
推
進
協
議
会
」
等
を
中
心
に
、
他
圏
域
も
含
む
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
創
造
や
誘
客
促

進
等
の
共
同
事
業
を
推
進

・
魅
力
あ
る
観
光
ル
ー
ト
・
メ
ニ
ュ
ー
の
形
成
に
向
け
て
、
世
界
遺
産
等
の
文
化
遺
産
の
活
用
や
、
国
立
・

国
定
公
園
、
国
営
公
園
等
の
観
光
拠
点
の
整
備
を
推
進

・
「
山
陰
文
化
観
光
圏
協
議
会
」
、
「
広
島
・
宮
島
・
岩
国
地
域
観
光
圏
推
進
協
議
会
」
等
の
活
動
を
通
じ
て
、

観
光
圏
の
整
備
を
推
進

・
新
し
い
形
態
の
旅
行
商
品
の
創
出
と
流
通
の
促
進
を
図
る
た
め
、
「
中
国
地
域
産
業
観
光
推
進
会
議
」

等
の
取
組
に
よ
る
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
を
推
進

魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

・
「
中
国
地
方
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、
外
航
船
を
含
む
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
促
進
、

空
港
連
携
に
よ
る
国
際
旅
客
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
拡
充
を
他
圏
域
と
も
連
携
し
推
進

東
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と
し
た
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
の
促
進

ク
ル
ー
ズ
ル
ー
ト
の
例

関
門
海
峡下
関

萩

境

広
島

三
原

し
ま
な
み
海
道

岡
山

瀬
戸
大
橋

韓
国
へ

九
州
・
沖
縄
・
東
南
ア
ジ
ア
へ

北
陸
へ

神
戸
へ

主
な
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地

浜
田

宮
島

26
3万
人

広
島

10
28
万
人

倉
敷

67
9万
人

萩
24

1万
人

下
関

59
6万
人

岩
国

32
7万
人

山
口

32
7万
人

浜
田

17
4万
人

尾
道

50
8万
人

福
山

38
6万
人

呉
36

1万
人

出
雲

76
5万
人

松
江

82
3万
人

大
山

12
7万
人

米
子
・
境
港

27
8万
人 蒜
山
高
原

23
6万
人

鳥
取
砂
丘
周
辺

22
6万
人

玉
野
・
渋
川

22
5万
人

三
次
市

19
8万
人

岡
山

43
0万
人

（
イ
メ
ー
ジ
）
観
光
資
源
・
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

錦
帯
橋

厳
島
神
社

原
爆
ド
ー
ム

広
島
・
宮
島
・
岩
国
地
域
観
光
圏

主
要
観
光
地
入
り
込
み
客
数
：
各
県
観
光
客
入
込
動
向
調
査

(H
18

)よ
り

（
各
県
に
よ
っ
て
計
上
方
法
が
異
な
る
）

山
陰
文
化
観
光
圏

出
雲
大
社

石
見
銀
山

大
山

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

（
事
例
）
観
光
圏
整
備
事
業

地
域
の
活
性
化
を
通
じ
た

観
光
立
国
の
実
現

・
宿
泊
の
魅
力
向
上

・
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

・
交
通
、
移
動
の
利
便
性
向
上

・
観
光
案
内
・
観
光
情
報
の
提
供

神
話
～
古
墳
時
代

奈
良
・
平
安
～
源
平
合
戦

鎌
倉
・
室
町
～
戦
国
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代
末
期
～
現
代

鳥
取
城
跡

隠
岐

出
雲
大
社

須
佐
神
社

白
兎
海
岸

白
兎
神
社

琴
弾
山
神
社

土
井
ヶ
浜
遺
跡

加
茂
岩
倉
遺
跡

荒
神
谷
遺
跡

み
よ
し
風
土
記
の
丘

浄
楽
寺

七
ツ
塚
古
墳
群

寄
倉
岩
陰
遺
跡

造
山
古
墳
津
島
遺
跡

吉
備
津
神
社

草
戸
千
軒
遺
跡

妻
木
晩
田
遺
跡

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

厳
島
神
社

壇
ノ
浦

山
岳
仏
教
文
化

（
大
山
寺
・
三
徳
山
三
佛
寺
）

柿
本
人
麻
呂

水
軍

上
淀
廃
寺
跡

因
幡
万
葉
歴
史
館

（
大
伴
家
持
）

備
中
国
分
寺

千
光
寺

防
府
天
満
宮

医
光
寺

山
口
（
大
内
文
化
）
・瑠
璃
光
寺
五
重
塔

富
田
城
跡

中
世
夢
が
原

佛
通
寺

因
島
水
軍
城

郡
山
城
・
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館

毛
利
氏
庭
園
・
毛
利
博
物
館

北
前
船

朝
鮮
通
信
使倉
吉
（
打
吹
玉
川
）

高
梁
（
成
羽
町
吹
屋
）

竹
原

呉
（
豊
町
御
手
洗
）

柳
井
（
古
市
金
屋
）

萩
（
堀
内
・
平
安
古
・浜
崎
）

奥
出
雲
・
た
た
ら
資
料
館

金
屋
子
神
社

羽
内
谷
か
ん
な
流
し
本
場
址

石
見
銀
山

松
江
城
、
塩
見
縄
手

米
子
城
跡

勝
山
の
町
並
み

武
蔵
の
里

津
山
城
跡

備
中
松
山
城

頼
久
寺
庭
園

閑
谷
学
校

後
楽
園
・
岡
山
城

鞆
の
浦

錦
帯
橋

城
下
町
長
府

津
和
野

萩
・
松
陰
神
社

平
和
記
念
公
園

原
爆
ド
ー
ム

入
船
山
記
念
館

小
泉
八
雲

金
子
み
す
ゞ

仁
風
閣

野
崎
家
旧
宅

文
学
の
小
道

耕
三
寺

旧
海
軍
兵
学
校

陸
奥
記
念
館

伊
藤
公
資
料
館

旧
英
国
領
事
館 功
山
寺

ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

山
陰
道

智
頭
街
道

出
雲
街
道

津
山
街
道

西
国
街
道

出
雲
往
来

萩
往
還

西
国
街
道

北
前
船

宍
道
尾
道
街
道

銀
山
街
道

回
天
記
念
館

牛
窓

鬼
ノ
城

吉
川
氏
城
館
跡

青
谷
上
寺
地
遺
跡

宝
福
寺

魅
力
あ
る
歴
史
･文
化
の
保
護
・
継
承
・
創
造

・
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
、
石
見
銀
山
の
三
つ
の

世
界
遺
産
に
加
え
、
新
た
な
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
し
た
調
査
・
保
存
を
推
進

・
各
地
域
の
個
性
的
な
美
術
館
等
を
広
域
的
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
美
術
館
回
廊
構
想
等
を
推
進

（
事
例
）
島
根
・
山
口
県
間
の
美
術
館
回
廊
構
想

島
根
県
側
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
(県
立
石
見

美
術
館
)、
石
正
美
術
館
、
安
野
光
雅

美
術
館
等
、
山
口
県
側
の
県
立
萩
美

術
館
・
浦
上
記
念
館
等
を
繋
ぐ
こ
と
で
、

魅
力
と
情
報
発
信
力
の
ア
ッ
プ
を
検
討

グ
ラ
ン
ト
ワ
(県
立
石
見
美
術
館
)

安
野
光
雅
美
術
館

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
事
例
）
中
国
地
方
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
7
年
の
ﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

（
ｵ
ｰ
ﾌ
ﾟﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞｾ
ﾚ
ﾓ
ﾆ
ｰ
・
商
談
会
）

中
国
地
域
観
光
推
進
協
議
会
で
は
、
中
国
地
方

に
お
け
る
最
大
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
で
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
経
済
界
、
観
光
団
体
、

行
政
等
と
連
携
し
、
開
催
。

20
08
年
は
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の
ほ
か
、

対
象
市
場
と
し
て
香
港
を
新
た
に
追
加

関
係
者
を
国
内
に
招
聘
す
る
だ
け
で
な
く
、

高
い
効
果
が
見
込
め
る
海
外
出
展
事
業

に
も
注
力
（2

00
8年
は
韓
国
と
台
湾
）

魅
力
あ
る
旅
行
商
品
の
造
成
と
中
国
地
方
へ

の
訪
日
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
飛
躍
的
拡
大
を
目
指
す

中
国
地
域
の
「
食
」
に
も
ｽ
ﾎ
ﾟｯ
ﾄを
当
て

P
R
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東
ア
ジ
ア
等
と
の
国
際
交
流
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
ア
ジ
ア
等
と
の
国
際
交
流
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
ア
ジ
ア
と
の
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
人
的
交
流
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
形
成
す
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
近
畿
圏
・
九
州
圏
等
と
の
機
能
連
携
を
図
り
つ
つ
、
港
湾
や
空
港
の
機
能
の
強
化
や
高
速
交
通
基
盤
の
整
備
、
充
実
を
推
進

○
中
国
圏
の
特
性
を
活
か
し
て
平
和
・
医
療
支
援
・
災
害
復
興
・
環
境
・
人
材
育
成
等
の
分
野
で
の
国
際
貢
献
の
拡
大

・
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
国
際
見
本
市
・
商
談
会
の
開
催
・
参
加
を
通
じ
て
、
地
理
的
近
接
性
や
密
接
な
交

流
の
歴
史
の
深
化
を
図
る

・
「
広
島
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や
「
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
等
の
国
際
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
・
誘
致

官
民
が
一
体
と
な
っ
た
経
済
・
文
化
国
際
交
流
の
推
進

世
界
平
和
等
の
国
際
貢
献
の
推
進

・
国
際
医
療
協
力
の
推
進
等
に
よ
り
、
世
界
の
平
和
と
安
定
に
貢
献

・
国
際
救
援
物
資
の
備
蓄
や
海
外
の
災
害
等
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
復
旧
・
復
興
支
援
を
推
進

(事
例

)東
ア
ジ
ア
経
済
交
流
推
進
機
構
の
取
組

日
中
韓
の

3カ
国

10
都
市
が
連
携
し
て
環
黄
海
経
済
圏

の
発
展
に
向
け
た
都
市
連
携
、
経
済
交
流
を
推
進

(2
00

4年
11
月
設
立

)

（
事
例
）
岡
山
空
港
内
「
救
援
物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
」

海
外
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

国
際
救
援
活
動
を
行
う

N
G

O
等
を
支
援
で
き

る
よ
う
「
救
援
物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

人
的
交
流
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
形
成
に
向
け
た
国
際
交
通
機
能
の
強
化

・
広
島
空
港
、
岡
山
空
港
、
米
子
空
港
に
お
い
て
、
国
際
航
空
路
線
の
拡
充
・
充
実

や
Ｃ
ＩＱ
体
制
の
充
実
、
ア
ク
セ
ス
交
通
の
強
化
を
推
進

・
下
関
港
、
広
島
港
等
に
お
い
て
釜
山
航
路
等
の
国
際
フ
ェ
リ
ー
・
貨
客
航
路
を
拡
充

C
A
T
-
Ⅲ
aは
滑
走
路
上
の
視
距
離
が
２
０
０
ｍ
以
上
あ
れ
ば
、
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
自
動
操
縦
）

に
よ
り
着
陸
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
事
例
）
広
島
空
港
の
ＩＬ
Ｓ
（
計
器
着
陸
装
置
）
の
高
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

（
事
例
）
放
射
線
被
爆
者
医
療
国
際
協
力
推
進
協
議
会
に

よ
る
医
師
の
受
入
・
派
遣

(事
例

)広
島
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

世
界

4大
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
愛
と
平
和

を
テ
ー
マ
に

2年
に

1度
開
催
さ
れ
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
。

19
85
年

に
始
ま
り
、
ア
ニ
メ
作
家
の
登
竜
門
と
し
て
世
界
的
に
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。

広
島
が
有
す
る
放
射
線
被
爆
者
治
療
の
蓄
積
を
活

か
し
て
世
界
に
貢
献
す
る
た
め
、
海
外
へ
の
医
師
の

派
遣
や
受
入
研
修
な
ど
を
実
施

(1
99

1年
設
立

)

中
国
圏
に
お
け
る
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築

・
外
国
人
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
向
け
、
外
国
人
居
住
者
を
対
象
と
す
る
調
査
・

研
究
や
情
報
発
信
を
推
進

・
中
華
人
民
共
和
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
等
の
総
領
事
館
等
の
誘
致
を
促
進

授
賞
式
の
様
子

開
催
状
況

多
方
面
頻
発

ア
ジ
ア
：
ダ
イ
レ
ク
ト

欧
米
他
：
近
畿
等
と
連
携

※
矢
印
の
太
さ
は
20
08
年
9月

現
在
の
定
期
便
の
便
数
イ
メ
ー
ジ

ア
ジ
ア

（
多
方
面
頻
発
）

中
国
（
上
海
、
大
連
、
北
京
、

青
島
、
蘇
州
）

韓
国

そ
の
他
ア
ジ
ア
等

（
台
北
、
グ
ア
ム
、

バ
ン
コ
ク
）

多
方
面
頻
発

ア
ジ
ア
：
ダ
イ
レ
ク
ト

欧
米
他
：
近
畿
等
と
連
携

※
矢
印
の
太
さ
は
20
08
年
9月

現
在
の
定
期
便
の
便
数
イ
メ
ー
ジ

ア
ジ
ア

（
多
方
面
頻
発
）

中
国
（
上
海
、
大
連
、
北
京
、

青
島
、
蘇
州
）

韓
国

そ
の
他
ア
ジ
ア
等

（
台
北
、
グ
ア
ム
、

バ
ン
コ
ク
）

（
イ
メ
ー
ジ
）
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
人
的
交
流
の
現
状
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生
活
圏
の
中
心
と
な
る
中
小
都
市
の
整
備

既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
し
た
都
市
再
生

・
基
礎
的
な
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
、
消
費
等
の
日
常
生
活
に
必
要
な
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
充
実
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
街

な
か
居
住
や
病
院
、
福
祉
施
設
、
学
校
等
の
公
共
・
公
益
施
設
の
街
な
か

立
地
を
推
進

・
都
市
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
、
道
路
等
の
公
共
施
設
整
備
や
老
朽
建
築

物
の
除
却
と
共
同
建
替
、
公
営
住
宅
等
の
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
統
一

感
の
あ
る
街
な
み
整
備
を
推
進

分
散
型
地
域
構
造
に
応
じ
た
集
約
型

分
散
型
地
域
構
造
に
応
じ
た
集
約
型
都
市
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

都
市
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
事
例
）
低
未
利
用
地
等
の
活
用
や
既
存
市
街
地
の
再
整
備
に
よ
る

拠
点
整
備
や
都
心
居
住
「
広
島
駅
周
辺
の
再
開
発
」
(広
島
市
)

（
事
例
）
統
一
感
の
あ
る
街
な
み
整
備
に
よ
る

都
市
機
能
の
回
復

（
山
口
県
宇
部
市
）

道
路
等
の
公
共
施
設
整
備
や
老
朽
建
築
物

の
除
却
と
共
同
建
替
、
市
営
住
宅
の
整
備

等
を
行
う
と
と
も
に
、
整
備
に
際
し
統
一
感

の
あ
る
街
な
み
デ
ザ
イ
ン
を
採
用

（
事
例
）
低
・
未
利
用
地
等
を
活
用
し
た
公
共
・

公
益
施
設
の
街
な
か
立
地

（
広
島
県
府
中
市
）

大
規
模
工
場
跡
地
へ
の
統
合
小
中
学
校
の

整
備
、
歩
道
の
整
備
、
自
由
通
路
等
の
駅
周

辺
整
備
な
ど
、
さ
ら
な
る
都
市
機
能
の
集
積

を
図
る

野
球
場
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
形
成

（
事
例
）
閉
鎖
さ
れ
た
工
場
を
住
民
主
体

で
設
立
し
た
株
式
会
社
が
地
域
活
性
化

の
場
と
し
て
再
生
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

・
高
次
都
市
機
能
の
集
積
を
図
る
た
め
、
低
・
未
利
用
地
等
の
活
用
や
既
存
市
街
地
の
再
生
に
よ
る

拠
点
整
備
を
推
進

・
集
約
型
都
市
構
造
に
向
け
て
、
都
心
居
住
の
実
現
、
鉄
道
駅
等
の
交
通
結
節
点
の
整
備
や
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を
推
進

・
既
成
市
街
地
を
地
域
内
外
の
人
々
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
地
域
と
し
て
再
生
す

る
た
め
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
や
空
閑
地
を
利
用
し
た
修
復
型
の
都
市
再
生
を
推
進

都
市
が
多
様
な
自
然
に
近
接
し
、
適
度
な
密
度
で
分
散
し
て
い
る
地
域
特
性
を
活
か
し
た
都
市
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
中
心
市
街
地
に
お
け
る
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
市
街
地
整
備
や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
地
域
特
性
に
応
じ
た
施
設
整
備
に
よ
る
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成

（
事
例
）
寄
付
を
受
け
た
伝
統
的
建
物
を
活
用
し
、

地
域
住
民
と
来
訪
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
再
生

（
山
口
県
萩
市
）

（
事
例
）
医
療
施
設
を
核
と
し
た
既
存
市
街
地
の
再
整
備
に
よ
る
拠
点
整
備
や
都
心
居
住
（
島
根
県
松
江
市
）

新
病
院
棟

建
替
後
（
イ
メ
ー
ジ
）

公
開
空
地

自
立
的
発
展
の
拠
点
と
な
る
中
枢
中
核
都
市
の
整
備

高
次
医
療
の
確
保
・
充
実
、
都
心
居
住
の
推
進
、
交
流
の
場
・
賑
わ

い
空
間
の
創
出
等
に
よ
り
、
中
海
・
宍
道
湖
周
辺
の
都
市
圏
に
お
け

る
拠
点
整
備
を
図
る

既
存
市
街
地
内
で
の
病
院
の
現
地
建
替
え
に
よ
る

三
次
医
療
機
能
の
確
保
・
充
実

市
街
地
再
開
発
に
よ
る
都
心
居
住
推
進

水
辺
を
活
用
し
た
交
流
、
賑
わ
い
空
間
の
創
出

（
事
例
）
L
R
V
の
導
入
等
に
よ
る
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
（
岡
山
市
）

L
R
V
（
低
床
式
車
両
）
の
導
入
に
よ
る
利
便
性
向
上

イ
メ
ー
ジ

イ
メ
ー
ジ
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産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
の
集
積
強
化

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
の
創
出

中
国
圏
の

中
国
圏
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

サ
ー
ビ
ス
産
業
育
成

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
の
向
上
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
特
徴
あ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
集
積
強
化
を
図
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
集
積
拠
点
の
整
備
、
企
業
間
の
連
携
、
交
流
の
促
進
、
人
材
育
成
等
の
推
進

○
地
域
の
関
係
主
体
が
連
携
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
の
創
出
支
援

（
事
例
）
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
拠
点
施
設
の
整
備

産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業

(IC
T関
連
、
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
)の
振
興
を
図
る
た
め
、
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
の
集
積
拠
点
を

整
備
し
、
貸
オ
フ
ィ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
相
談
指
導
、
販
路
開

拓
等
の
支
援
を
実
施

（
事
例
）
高
齢
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操
）

（
N
P
O
法
人
コ
ー
チ
ズ
（
広
島
県
広
島
市
）
）

（
事
例
）
緊
急
通
報
と
生
活
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
安
心
・
安
全

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
（
周
南
マ
リ
コ
ム
（
株
）
）

緊
急
通
報
生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

｢サ
ス
ケ
｣

生
活
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

｢カ
デ
モ
｣

ＩＴ
と
無
線
技
術
を
活
用
し
て
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
「
サ
ス
ケ
」
と
生

活
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
カ
デ
モ
」
に
よ
り
、
高
齢
者
や
健
康
に
不

安
の
あ
る
方
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

・
企
業
の
競
争
力
向
上
を
支
援
す
る
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
の
集
積
拠
点
の
形
成
を
推
進

・
地
域
振
興
の
取
組
等
と
連
携
し
て
、
国
際
会
議
等
の
実
施
等
に
つ
い
て
、
全
国
に
対
す
る
情
報
発
信
や
企
業
間
の

交
流
・
連
携
を
促
進

・
介
護
・
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
等
、
地
域
の
社
会
的
課
題
の
解
決
を
手
掛
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
援
す
る
た
め
、
多
様
な
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
議
会
組
織
の
活
動
を
推
進

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

・
も
の
づ
く
り
産
業
が
有
す
る
卓
越
し
た
製
造
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
の
適
用
事

例
や
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
事
例
等
を
発
掘
し
、
普
及
を
推
進

・
中
国
圏
に
お
け
る
映
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
の
支
援
及
び
そ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
育
成

を
推
進

・
ＩＣ
Ｔ
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
系
の

産
業
を
創
出
す
る
た
め
、
関
係
機
器
の
開
発
・
製
造
や
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
人
材
育
成
を
推
進

ト
ヨ
タ
方
式
で
改
善
し
た
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
事
例
）
も
の
づ
く
り
産
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
導
入
。
「
来
院
・
受

付
か
ら
会
計
・
帰
院
ま
で
６
０
分
」
と
い
う

目
標
を
掲
げ
、
徹
底
し
た
ム
ダ
取
り
に
は

じ
ま
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
や
効
率
化

を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
６
０
分
以
内
で
診
察

が
終
了
し
た
患
者
の
割
合
が
２
年
間
で
３

８
％
か
ら
８
５
％
に
改
善

医
療
法
人
社
団
い
で
し
た
内
科
・神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
広
島
県
）

ア
ル
バ
ム
制
作
例

（
事
例
）
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
㈱
ア
ス
カ
ネ
ッ
ト
（
広
島
県
）

レ
イ
ア
ウ
ト
用
ソ
フ
ト
を
無
料
配
布
し
、
顧
客

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
つ
つ
コ
ス
ト
を
削
減
。

さ
ら
に
、
ＩＴ
技
術
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
を
向

上
と
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

市
販
の
写
真
集
と
同
等
の
品
質
を
確
保
し
つ
つ
、

低
価
格
を
実
現
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
し
な

か
っ
た
個
人
向
け
写
真
集
を
１
冊
単
位
で
制
作

す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
高
い
顧
客
満
足
度
を
得

て
い
る
。

（
事
例
）
ＩＣ
Ｔ
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
島
根
県
）

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
技
術
を
て
開
発
し
、

当
該
技
術
を
県
内
企
業
に
移
転
し
、
（
ハ
ー
ド
）
製
造
・

（
ソ
フ
ト
）
制
作
体
制
を
整
備
し
て
、
新
事
業
を
創
出

（
イ
メ
ー
ジ
図
）

島
根
発
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

R
ub

y 
の
普
及
と
発
展
を
目
的

に
、

R
ub

y 
の
資
格
認
定
試
験
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
に
向
け
た
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
さ
ら
に
、
社
会
人
か
ら
小
学
生
と
幅
広
い
人

材
育
成
に
よ
り
県
内
の
ソ
フ
ト
系

IT
 企
業
の
事
業
拡
大
を
支
援

（
事
例
）
ソ
フ
ト
系
ＩＴ
産
業
の
振
興

中
学
生

R
ub

y教
室
（
松
江
市
開
催
）

高
齢
者
の
介
護
予
防
体
操
（
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
利
用
し
た
「
ガ
ン
バ

ル
ー
ン
体
操
」
）
等
を
開
発
し
、
指
導
者
の
養
成
や
運
動
教
室
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
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美
し
く
強
靭
な

美
し
く
強
靭
な
中
国
圏
域
づ
く
り

中
国
圏
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
活
や
経
済
活
動
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
つ
つ
、
多
彩
な
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
を
図
る
た
め

○
流
域
圏
や
沿
岸
域
に
お
け
る
災
害
対
策
、
渇
水
対
策
や
、
都
市
型
水
害
対
策
、
防
災
拠
点
施
設
の
強
化

○
災
害
時
の
緊
急
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
・
強
化
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
、
既
存
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
を
推
進

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
防
災
体
制
の
確
立
等
の
地
域
防
災
力
の
向
上

○
日
本
海
の
海
ゴ
ミ
対
策
、
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
海
洋
資
源
保
護
、
黄
砂
等
の
大
気
汚
染
へ
の
対
策
等
の
推
進

○
森
林
の
水
源
涵
養
機
能
も
含
め
た
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
や
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
浄
化
、
森
林
保
全
等
の
推
進

（
事
例
）
日
本
海
・
黄
海
沿
岸
の
海
辺
の
埋
没
・
漂
着
物
調
査

１
９
９
６
年
か
ら
日
本
、
韓
国
、
中
国
及
び
ロ
シ
ア
の
日

本
海
沿
岸
地
域
の
地
方
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
に
よ

り
、
海
辺
の
埋
没
・
漂
着
物
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

国
際
的
な
環
境
対
策
・
海
洋
資
源
保
護
の
促
進

治
水
・
土
砂
・
高
潮
・
侵
食
対
策
の
推
進

健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

（
事
例
）
宍
道
湖
・
中
海
の
水
質
保
全

宍
道
湖
・
中
海
湖
沼
水
質
保
全
計
画
に
も
と
づ
く
宍

道
湖
・
中
海
水
質
保
全
事
業
や
、
水
質
浄
化
事
業

な
ど
に
よ
り
、
宍
道
湖
・
中
海
の
環
境
保
全
を
進
め

て
い
る
。

（
事
例
）
芦
田
川
河
川
浄
化
施
設

造
成
さ
れ
た

浅
場

・
河
川
流
域
圏
に
お
け
る
総
合
的
な
治
水
対
策
や
、
河
川
改
修
、
河
川
・

海
岸
高
潮
対
策
及
び
海
岸
侵
食
対
策
の
推
進

社
会
資
本
・
建
築
物
等
の
耐
震
性
強
化

（
事
例
）
鳥
取
西
部
地
震
に
よ
る

岸
壁
の
被
災
状
況

（
事
例
）
橋
梁
の
耐
震
補
強
状
況

（
一
般
国
道
２
号
五
日
市
高
架
橋
）

防
災
生
活
圏
の
強
化

気
象
注
意
報
、
水
雨
雨
量
、

河
川
防
災
、
土
砂
災
害
、
消

防
防
災
な
ど
の
防
災
情
報

を
一
元
化
す
る
と
と
も
に
、
交

通
機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情

報
も
併
せ
て
掲
載
。

沈
水
植
物
や
抽
水

植
物
に
よ
る
支
川
な
ど

か
ら
の
流
入
負
荷
を

削
減
す
る
と
と
も
に
、

浅
場
な
ど
健
全
な
水

辺
環
境
の
創
出
に
よ
り
、

下
流
域
の
水
質
浄
化
、

水
環
境
改
善
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

D
r.海
洋

（
神
戸
港
）

は
り
ま

（
和
歌
山
下
津
港
）

お
ん
ど
2
0
0
0
（
呉
港
）

が
ん
り
ゅ
う

（
北
九
州
港
）

い
し
づ
ち
（
松
山
港
）

油
回
収
除
く

み
ず
き
（
徳
島
小
松
島
港
）

わ
し
ゅ
う
（
坂
出
港
）

海
面
清
掃
船
に
よ
る
海
洋
環
境
整
備
事
業

・
清
掃
船
に
よ
る
ゴ
ミ
回
収
や
住
民
に
よ
る
海
岸
の

漂
着
ゴ
ミ
回
収
、
海
域
に
お
け
る
漂
流
ゴ
ミ
、
海

底
ゴ
ミ
の
調
査
、
監
視
の
強
化
等
の
海
ゴ
ミ
対
策

を
推
進

・
日
本
海
西
部
地
域
の
排
他
経
済
水
域
に
お
け
る

水
産
資
源
の
生
産
力
向
上
を
図
る
た
め
、
保
護

育
成
礁
を
設
置
す
る
等
、
沖
合
海
域
の
漁
場
の

整
備
を
推
進

・
藻
場
の
再
生
や
ヨ
シ
帯
の
整
備
等
の
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
の

推
進

・
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
道
の
駅
の
防
災
拠
点
化
等
、
災
害
時
の
迅

速
な
緊
急
復
旧
活
動
を
実
施
す
る
防
災
拠
点
整
備
の
推
進

・
多
様
な
手
段
を
活
用
し
た
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
の
情
報
共
有
の
推
進

（
事
例
）
し
ま
ね
防
災
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

・
高
規
格
幹
線
道
路
や
一
般
国
道
な
ど
の
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
耐

震
対
策
等
、
大
規
模
災
害
時
・
緊
急
時
に
対
応
可
能
な
社
会
資
本

の
強
化
や
建
築
物
の
耐
震
化
に
よ
る
地
震
に
強
い
地
域
づ
く
り
の

推
進

（
事
例
）
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
対
策
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中
国
圏
の
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
国
圏
の
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
以
下
の
取
組
を
実
施

○
産
業
活
動
を
支
え
る
研
究
開
発
や
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
・
育
成
、
大
学
等
の
高
次
教
育
・
研
究
機
能
を
活
用
し
た
広
域
連
携
に
基
づ
く
人
材
育
成

○
地
域
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
の
推
進

地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
高
度
な
技
術
・技
能
を
有
す
る
人
材
の
育
成

ス
テ
ン
レ
ス
加
工

の
実
習

岡
山
県
津
山
地
域
で
は
、
「
つ
や
ま
新
産
業
創
出
機
構
」
を

H
8年

に
設
立
し
、
約

70
社
立
地
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
業
の
次
世
代

を
担
う
若
手
技
術
者
の
養
成
を
目
的
と
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

津
山
高
専
を
中
心
と
し
た
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
進
め
て
い
る
。

（
事
例
）
産
官
学
連
携
に
よ
る
若
手
技
術
者
育
成

製
造
現
場
の
中
核
人
材
を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
、

平
成

19
年
度
か
ら
５
コ
ー
ス

21
科
目
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

（
事
例
）
地
域
住
民
に
よ
る
社
会
基
盤
の
管
理
水

辺
Ｅ
Ｎ
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
江
の
川
、
高
津
川

河
川
の
一
定
区
間
に
つ
い
て
、
住
民
団
体
、
河
川
愛

護
団
体
、
N
P
O
、
企
業
等
の
自
発
的
な
河
川
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
美
し
い
河
川
環
境
づ
く
り
を
実
施
。

松
江
市
の
「
N

P
O
法
人
も
り
ふ
れ
倶
楽
部
」
で
は
、
「
里
山
自
然
塾
」
、

「
里
山
こ
ど
も
自
然
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
島
根
県
内
各
地
で
、

実
践
的
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
、
仲
間
を
増
や
す
た
め
に
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
い
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

小
ざ
く
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
一
時
保
育
事
業
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
ふ
れ
あ
い
子

育
て
支
援
事
業
の
３
つ
の
事
業
を
柱

と
し
て
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
事
例
）
隠
岐
自
然
体
験
島

鳥
取
大
学

鳥
取
大
学
医
学
部

島
根
大
学

島
根
大
学
医
学
部

岡
山
大
学

広
島
大
学

近
畿
大
学
工
学
部

島
根
県
立
大
学

広
島
大
学
医
学
部
･歯
学
部

県
立
広
島
大
学

山
口
大
学

山
口
大
学
医
学
部
･
工
学
部

岡
山
県
立
大
学

尾
道
大
学

県
立
広
島
大
学

生
命
環
境
学
部

県
立
広
島
大
学

保
健
福
祉
学
部

広
島
市
立
大
学

下
関
市
立
大
学

東
亜
大
学

山
口
県
立
大
学

鳥
取
環
境
大
学

岡
山
学
院
大
学

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

岡
山
理
科
大
学

岡
山
商
科
大
学

川
崎
医
科
大
学

川
崎
医
療
福
祉
大
学

吉
備
国
際
大
学

倉
敷
芸
術
科
学
大
学

く
ら
し
き
作
陽
大
学山
陽
学
園
大
学

環
太
平
洋
大
学

就
実
大
学

中
国
学
園
大
学

美
作
大
学

広
島
修
道
大
学

広
島
工
業
大
学

日
本
赤
十
字
広
島
看
護
大
学

安
田
女
子
大
学

広
島
経
済
大
学

広
島
文
教
女
子
大
学

比
治
山
大
学

広
島
女
学
院
大
学

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

広
島
国
際
学
院
大
学

広
島
国
際
大
学

広
島
国
際
大
学
社
会
環
境
科
学
部
･看
護
学
部
･
薬
学
部

呉
大
学

福
山
平
成
大
学

福
山
大
学

宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大
学

徳
山
大
学

梅
光
学
院
大
学

山
口
東
京
理
科
大
学

山
口
福
祉
文
化
大
学

国
公
立
大
学

私
立
大
学

西
日
本
工
業
大
学

北
九
州
市
立
大
学

九
州
国
際
大
学

九
州
共
立
大
学

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
門

下
関
市
立
大
学
、
北
九
州
市
立
大
学
な
ど
、
関

門
地
区
に
立
地
す
る
６
大
学
に
よ
る
連
携
事
業
。

共
同
事
業
や
公
開
講
座
、
授
業
の
相
互
開
放
な

ど
を
行
う
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
そ
の
他
）

・
中
国
・
四
国
国
立
大
学
工
学
系
学
部
間
単

位
互
換
制
度

・
県
立
大
学
の
連
携
（中
国
地
方
知
事
会
に

お
い
て
提
案
中
）
な
ど

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山

岡
山
県
内
の
２
２
の
高
等
教

育
機
関
の
連
帯
と
相
互
協
力
に

よ
り
、
単
位
互
換
制
度
、
国
際

交
流
、
高
校
大
学
連
携
、
社
会

人
教
育
及
び
産
学
官
連
携
事

業
な
ど
を
実
施
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
山
陰

山
陰
両
県
の
大
学
に
よ
る
就

職
・
進
学
支
援
や
単
位
互
換
等

参
加
大
学
間
で
の
学
修
機
会
の

拡
大
等
を
図
る
。

【
大
学
の
立
地
状
況
】

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国

広
島
県
内
の
大
学
を
中
心
と
し
て
、
島
根
県
、
山
口
県
の
大
学
・
短

大
を
含
む
国
公
私
立
２
７
校
（
大
学
、
大
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
）
等
の
連
携
に
よ
り
、
大
学
間
の
単
位
互
換
、
社
会
人
を
対

象
と
す
る
生
涯
学
習
講
座
、
高
校
生
を
対
象
と
す
る
大
学
講
義
等
の

提
供
な
ど
の
活
動
を
実
施
。

（
事
例
）
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

（
事
例
）
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
（
セ
ン
タ
ー
型
）

の
事
例
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

隠
岐
の
島
町
（
都
万
地
区
）
で

は
、
平
成

13
年
か
ら
小
学
生
を

対
象
と
し
た
１
週
間
程
度
（
平
成

20
年
度
は
４
泊
５
日
）
の
田
舎

暮
ら
し
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

大
学
等
の
広
域
連
携
に
よ
る
人
材
育
成

・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
現
場
中
核
人
材
育
成
事
業
等
を
モ
デ
ル
と
し
た
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
中
核
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
開
発
・
実
施
の
推
進

・
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
業
の
若
手
技
術
者
養
成
等
、
高
等
専
門
学
校
や
工
業
高
校
、
地
域
の
経
済
団
体
・
企
業
、
行
政
等

で
も
の
づ
く
り
人
材
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施

・
各
地
の
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
を
継
続
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
、
大
学
等
の
単
位
互
換

や
共
同
事
業
等
の
連
携
強
化

・
子
育
て
支
援
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
関
係
者
が
連
携
し
た

子
育
て
支
援
体
制
づ
く
り
の
推
進

・
子
供
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

・
道
路
や
河
川
の
清
掃
・
緑
化
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
等
の
多
様
な
主
体
の

連
携
に
よ
り
社
会
基
盤
管
理
を
推
進

・
中
山
間
地
域
等
を
活
動
の
場
と
し
て
、
若
年
層
か
ら
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
等

の
自
然
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
支
え
る
人
材
育
成
の
推
進

（
事
例
）
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
現
場
中
核
人
材
育
成
事
業

多
様
な
人
材
を
活
か
す
た
め
の
就
職
支
援

・
若
年
者
や
子
育
て
女
性
の
就
業
促
進
を
図
る
た
め
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
相

談
、
職
業
紹
介
等
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
実
践
的
な
職
業
訓
練
実
施
を
推
進
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